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令
和
２
年
度

　
三
春
町
の
当
初
予
算

　

今
年
度
の
町
の
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

　

町
の
財
政
や
事
業
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
、
身
近
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
２
年
度
三
春
町
の
基
本
目
標
と
予
算
規
模
に
つ
い
て

◆ 

基
本
目
標

　

国
の
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
推
進
に
よ
り
、
デ
フ
レ
で
は
な
い
状
況
が
作
り
出
さ
れ
る
中
で
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
名
目
・
実
質
と
も
に
過
去
最
大
規
模
に
達
し
ま
し
た
。
雇
用
・
所
得
環
境
も
改
善
し
、
地
方
に
お

け
る
経
済
は
厳
し
い
な
が
ら
も
、
好
循
環
の
前
向
き
な
動
き
が
生
ま
れ
始
め
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
ど
こ
ま
で
経
済
に
影
響
が
あ
る
か

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
町
に
お
い
て
は
、
予
算
の
根
幹
と
な
る
町
税
に
お
い
て
固
定
資
産
税
等
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
一
般
財
源
の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、
今
後
も
地
方
交
付
税
や
国
、
県
支
出
金
等

に
依
存
す
る
割
合
は
高
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
に
向
け
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
確
立
す
る
た
め
、
事
業
を
継
続
あ
り
き
で
は
な
く
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
と
し
、
ま
た
、

施
設
・
設
備
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
施
設
維
持
の
視
点
に
立
ち
、
真
に
必
要
と
す
る
内
容

を
精
査
し
た
う
え
で
財
源
を
確
保
す
る
な
ど
、
健
全
財
政
を
維
持
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

◆ 

会
計
別
予
算
規
模

▼ 

予
算
総
額

　

１
４
3
億
２
、９
６
７
万
円
と
な
り
、
令
和

元
年
度
と
比
較
す
る
と
３
億
４
、９
７
１
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

増
減
率 

２
・
４
％
の
減

▼ 

一
般
会
計
の
予
算
規
模

　

78
億
４
、０
１
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
令

和
元
年
度
と
比
較
す
る
と
１
億
４
、２
２
４
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

増
減
率 

１
・
８
％
減

　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
を
主
な
財
源
と

し
て
、
福
祉
や
教
育
、
道
路
や
公
園
の
整
備

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
仕
事
を
行
う
た

め
の
会
計
で
、多
く
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
は
、

こ
の
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計
と
は

　

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
て
、
地

方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
病
院
や
水
道
事
業

の
よ
う
に
、
そ
の
事
業
収
入
に
よ
り
経
営
を

行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で
す
。

一
般
会
計
と
は

特
別
会
計
と
は

　

国
民
健
康
保
険
や
町
営
バ
ス
の
よ
う
に
、

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
に
よ

り
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
、
一
般
会
計
と

区
分
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で
す
。

▼ 

会
計
別
予
算
規
模

▼ 

一
般
会
計
予
算
総
額
の
推
移
（
５
か
年
）

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
町営バス事業特別会計
放射性物質対策特別会計
病院事業会計
水道事業会計
下水道事業等会計
宅地造成事業会計

79億8,238万円
17億7,878万円
1億8,056万円
18億826万円
9,224万円

10億7,977万円
1億7,710万円
6億710万円
7億9,355万円
1億7,965万円

146億7,938万円

  △1.8％
3.5％
　5.1％
△1.0％
△0.04％
△22.3％
　△6.3％
△2.6％
3.3％

△10.3％
△2.4％

一　般　会　計
会　計　名 令和２年度 令和元年度 対前年比

特
別
会
計

企
業
会
計

総　　　　　計

78億4,014万円
18億4,160万円
1億8,968万円
17億8,937万円

9,220万円
8億3,849万円
1億6,597万円
5億9,126万円
8億1,986万円
1億6,110万円

143億2,967万円
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億円 78億4,014万円
73億1,808万円

68億5,594万円 70億3,627万円

79億8,238万円

新役場庁舎のイメージ図

三春町の当初予算

※ 

各
会
計
の
合
計
と
総
計
が
一
致
し
て
い
な
い

　
の
は
、
端
数
整
理
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
完
成
を
予
定
し
て
い
る
役
場
新
庁
舎
建
設
及
び
移
転

に
関
す
る
経
費
、
新
た
な
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
に
要
す
る
経
費
、
４

月
か
ら
移
行
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
施
行
へ
の
対
応
、
さ
ら
に

は
、
町
民
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
社
会
保
障
費
、
定
住
・
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
取
組
な
ど
に
財
源
を
重
点
的
に
配
分
し
、
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。

　

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
現
場
主
義
を
徹
底
し
、
町
民
や
議
会
、

各
種
団
体
等
か
ら
の
御
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、
課
の
枠
組
み
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
組
織
横
断
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む
考
え
で

す
。

　

施
策
へ
の
取
組
を
通
じ
、
町
民
が
自
立
的
で
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
「
夢
」
や
「
将
来
へ
の
希
望
」
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、第
７
次
三
春
町
長
期
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
な
自
然・

歴
史
・
文
化
に
育
ま
れ
未
来
に
輝
く
元
気
な
ま
ち　

三
春
」
を
実
現
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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◆ 自主財源
　町が自ら収入することが
できるお金です。町税や施
設の使用料、窓口の手数料
などをいいます。
◆ 依存財源
　国や県から交付されるお
金や借金です。地方交付税
や補助金、町債などをいい
ます。

借
入
金
（
町
債
）
の
額
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
末
の
借
入
金
残
高
は
78
億
３
、０
６
３
万
円
と
な
る
見
込
み
で
、
建
設
事
業
債

の
残
高
は
58
億
７
、０
７
４
万
円
、
財
源
対
策
債
の
残
高
は
19
億
５
、９
８
９
万
円
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
財
源
対
策
債
の
残
高
に
つ
い
て
は
交
付
税
（
臨
時
財
政
対
策
債
返
済
金
）
と
し

て
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

企
業
会
計
（
水
道
・
下
水
道
）
に
も
17
億
７
、７
４
８
万
円
の
借
入
残
高
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
の
借
金
は
、
地
方
債
や
起
債
と
呼
ば

れ
て
、
町
の
場
合
は
町
債
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

自
治
体
の
予
算
に
は
、
そ
の
年
度
使
う
お
金

は
、
そ
の
年
度
に
得
る
収
入
（
町
税
や
地
方
交

付
税
）
で
ま
か
な
う
こ
と
を
基
本
と
し
た
「
会
計

年
度
独
立
の
原
則
」
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
年
度
で
町
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
い
た
だ
く
税
金
や
地
方
交
付
税
な
ど
だ

け
で
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
施
設
の
建
設
な

ど
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
す
。
ま
た
、
将
来
に
わ

た
っ
て
使
用
す
る
よ
う
な
施
設
の
建
設
費
を
そ
の

年
度
に
住
ん
で
い
る
住
民
の
方
だ
け
が
負
担
す
る

よ
り
も
、
そ
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

将
来
の
住
民
の
方
も
借
金
を
返
済
す
る
形
で
少

し
ず
つ
負
担
す
る
と
の
考
え
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、自
治
体
に
も
借
入
金
を
起
こ
せ
る「
起

債
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
後
年
度
負
担
が
増
え
る
た
め
、
や

み
く
も
に
借
り
入
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
返
済

金
の
一
部
が
後
年
度
に
地
方
交
付
税
で
返
っ
て
く

る
よ
う
な
も
の
を
中
心
と
し
て
慎
重
な
借
り
入

れ
を
し
て
い
ま
す
。

一般会計にみる
町民ひとり当たりの金額
★ 使われるお金

449,730円
★ 負担する町税

 107,889円
※ 人口 17,433 人で算出
（令和 2年４月１日現在
 三春町現住人口）

◆ 義務的経費
　歳出のうち、その支出が義務づけられ任意に節減できな
い経費をいいます。極めて硬直性の強い経費です。一般に、
人件費、扶助費および公債費の合計をいいます。家計に例
えると、家賃や高熱水費、ローンの返済などに似ています。
必ず支払わなければならない経費です。
◆ 投資的経費
　歳出のうち、その支出が資本形成に向けられるものをい
います。一般に、普通建設事業費、災害復旧事業費および
失業対策事業費の合計をいいます。 家計に例えると、家や
車庫を建てるためのお金に似ています。

義務的経費
投資的経費 自主財源

依存財源

歳入

▼ 

借
入
金
残
高
の
推
移
（
一
般
会
計
）

　

借
入
金
残
高
は
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
14
年
度

末
１
３
５
億
７
、５
５
７
万
円
か
ら
、
定
期
償

還
・
繰
上
償
還
、
お
よ
び
新
規
起
債
の
抑
制
な

ど
に
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
役
場
庁
舎
建
設

や
災
害
復
旧
事
業
費
等
に
対
す
る
借
入
に
よ

り
、
令
和
元
年
度
末
に
は
75
億
３
、０
６
１
万

円
と
な
る
見
込
み
で
す
。　

一般会計
歳入総額

78億4,014万円
（100.0％）

自主財源
28億5,684万円
（36.4％）

町税
18億8,082万円
（24.0％）

分担金及び負担金
2,895万円
（0.4％）

使用料及び手数料
1億915万円
（1.4％）

寄附金
300万円（0.0％）

財産収入
4,257万円（0.5％）

繰入金
5億7,429万円
（7.3％）

繰越金
6,000万円
（0.8％）

諸収入
1億5,807万円
（2.0％）

地方交付税
24億5,325万円
（31.3％）依存財源

49億8,330万円
（63.6％）

国庫支出金
6億289万円
（7.7％）（7.7％）（7.7％）（7.7％）

県支出金県支出金県支出金県支出金県支出金県支出金
5億273万円5億273万円5億273万円5億273万円
（6.4％）（6.4％）（6.4％）

地方譲与税
1億1,355万円
（1.5％）

町債
8億8,740万円8億8,740万円8億8,740万円8億8,740万円
（11.3％）

環境性能割交付金
651万円（0.1％）
地方特例交付金
1,320万円（0.2％）
交通安全対策特別交付金
175万円（0.0％）

地方消費税交付金
3億8,210万円
（4.9％）

法人事業税交付金
1,282万円
（0.2％）

利子割交付金
170万円（0.0％）
配当割交付金
330万円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金
210万円（0.0％）

一般会計当初予算（歳入）

一般会計
歳出総額

78億4,014万円
（100.0％）

義務的経費義務的経費
28億3,962万円
（36.2％）

人件費
14億85万円
（17.9％）

公債費
6億3,114万円6億3,114万円6億3,114万円6億3,114万円
（8.1％）

扶助費
8億762万円
（10.3％）

投資的経費
11億7,091万円
（14.9％）

補助費等
11億5,415万円
（14.7％）

繰出金
7億9,356万円
（10.1％）

投資・出資・貸付金
2億729万円
（2.6％）

維持補修費
1億8,613万円
（2.4％）

物件費
14億193万円
（17.9％）

災害復旧事業費
1万円
（0.0％）

積立金
6,656万円
（0.9％）

予備費
2,000万円
（0.3％）

その他の経費
38億2,962万円
（48.9％）

単独事業費
11億1,066万円
（14.2％）

補助事業費
6,024万円
（0.8％）

一般会計当初予算（歳出・性質別）

※ 数値は、四捨五入しているので、端数において、合計とは合致しないものがあります。

町
債
と
は

　

令
和
２
年
度
に
は
、
役
場
庁
舎
建
設
や
道

路
整
備
債
、
消
防
施
設
整
備
債
等
に
係
る
借

入
れ
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
年
度
末
残
高

７
８
億
３
、０
６
３
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

歳出

三春町の当初予算
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令
和
２
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

　

 

非
常
備
消
防
費

４
、４
８
５
万
円

　

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実

を
図
る
た
め
、
消
防
団
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
（
安
全
・
安
心
分
野
）

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
事
業
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
・
延
期

と
な
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

重
点
施
策
１

　

 

消
防
施
設
整
備
事
業

６
、８
０
９
万
円

　

消
防
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防
火
水
槽

や
屯
所
の
修
繕
、
消
防
施
設
の
修
繕
、
消
防

用
資
機
材
の
購
入
等
を
行
い
ま
す
。（　

 

沢

石
分
団
ポ
ン
プ
車
、　 

三
春
分
団
第
３
部（
荒

町
）
小
型
ポ
ン
プ
付
積
載
車
、　 

中
妻
分
団

小
型
ポ
ン
プ
、　 

三
春
分
団
第
２
部
（
中
町
）

屯
所
新
築
工
事
な
ど
）

　

 

デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機
整
備

３
７
２
万
円

　

消
防
団
活
動
用
の
無
線
機
を
、
新
た
に
デ

ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機
に
更
新
し
ま
す
。

　

 

地
区
集
会
施
設
に
対
す
る
補
助
金

２
０
０
万
円

　

地
区
集
会
所
の
改
築
・
修
繕
等
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

 

自
主
防
災
会
活
動
お
よ
び
除
雪
作
業
用

　
燃
料
費
支
援

78
万
円

　

各
地
区
の
自
主
防
災
会
活
動
お
よ
び
除
雪

作
業
用
燃
料
費
を
支
援
し
ま
す
。

　
 

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

２
９
８
万
円

　

ゾ
ー
ン
30
交
通
安
全
対
策
工
事
や
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
購
入
、
区
画
線
設
置
等
の
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

 

防
犯
灯
設
置
お
よ
び
維
持
管
理
事
業

９
２
２
万
円

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
新
設
、
維
持
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
の
防
犯
灯
の
電

気
料
及
び
維
持
管
理
に
係
る
経
費
の
一
部
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

 

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業

20
万
円

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
70
歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
か
町

営
バ
ス
回
数
券
の
ど
ち
ら
か
を
交
付
し
ま

す
。

　

 

食
品
等
放
射
能
測
定
事
業１

、０
２
８
万
円

　
「
三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
、

自
家
消
費
野
菜
等
の
放
射
線
物
質
を
測
定

し
、
安
全
性
の
確
認
と
風
評
被
害
の
払
拭
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

 

学
校
給
食
等
食
材
検
査
事
業

１
４
２
万
円

　

小
中
学
校
、
保
育
所
の
給
食
用
食
材
の
放

射
性
物
質
検
査
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

 

教
育
施
設
の
地
下
水
、
プ
ー
ル
等
水
質

　
検
査
事
業

89
万
円

　

町
民
プ
ー
ル
、
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
、
地
下

水
利
用
の
施
設
の
水
質
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
 

農
業
系
汚
染
廃
棄
物
対
策
事
業

１
、８
１
１
万
円

　

一
時
保
管
場
所
の
原
状
復
旧
を
行
い
ま

す
。

　

 

農
作
物
吸
収
抑
制
対
策
事
業

５
３
６
万
円

　

牧
草
地
に
お
い
て
、
放
射
性
物
質
の
吸
収

抑
制
を
図
る
た
め
カ
リ
肥
料
を
配
布
し
ま
す
。 　

 

指
定
廃
棄
物
保
管
管
理
業
務

６
２
７
万
円

　

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
８
、０
０
０
ベ
ク

レ
ル
を
超
え
た
焼
却
灰
等
の
汚
染
廃
棄
物
に

つ
い
て
、
測
定
及
び
保
管
管
理
業
務
を
行
い

ま
す
。

　

 

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

１
億
６
、５
５
６
万
円

　

森
林
整
備
と
放
射
性
物
質
対
策
を
一
体
的

に
実
施
し
、
森
林
の
再
生
を
図
り
ま
す
。

　

 

町
民
の
健
康
管
理
事
業

１
５
４
万
円

　

三
春
実
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
未
就

学
児
や
妊
婦
等
に
線
量
計
の
貸
与
を
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

　

 

小
中
学
生
内
部
被
ば
く
量
検
査
事
業

１
０
５
万
円

　

民
間
医
療
機
関
に
て
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ

ン
タ
ー
に
よ
る
小
中
学
生
の
内
部
被
ば
く
量

の
測
定
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

 

継
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
業
務７

４
８
万
円

　

住
宅
除
染
完
了
地
区
の
１
割
程
度
を
抽
出

し
、
継
続
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

三春町の当初予算

継継新継

…今年度新たに行われる新規事業…昨年度に引き続き行われる継続事業継 新

継継継継

継継継継継

継継継継継

地
域
防
災
力
の
強
化
等
に
よ
る

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

【
消
防
費
等
】　
（
総
務
課
）

交
通
安
全
対
策
・
防
犯
対
策
の
充
実

【
総
務
費
】　
（
総
務
課
）

放
射
線
管
理
及
び
健
康
管
理
の
実
施
、

風
評
被
害
払
拭
の
取
組

【
放
射
性
物
質
対
策
特
別
会
計
】（
住
民
課
ほ
か
）

新

新

新

新
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広報みはる
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農
産
物
販
売
力
強
化
事
業
（
一
般
会
計
）

１
０
０
万
円

　

首
都
圏
等
に
お
い
て
町
内
農
産
物
の
直
売

を
実
施
し
、
消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

 

農
産
物
風
評
対
策
事
業
（
一
般
会
計
）

30
万
円

　

首
都
圏
等
に
お
い
て
町
内
農
産
物
の
風
評

被
害
の
払
拭
を
図
り
ま
す
。

　

 

仮
置
場
管
理
費
（
可
燃
性
廃
棄
物
詰
替

　

  

業
務
含
む
）

６
億
１
６
３
万
円

　

葛
尾
村
仮
設
焼
却
場
へ
円
滑
な
搬
出
を
す

る
た
め
、
仮
置
場
内
の
除
染
廃
棄
物
を
可
燃

物
と
不
燃
物
に
分
け
、
可
燃
物
の
詰
替
え
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
中
に
す
べ
て
の

仮
置
き
場
に
お
い
て
、
除
染
廃
棄
物
は
搬
出

完
了
予
定
と
な
り
ま
す
。

住
み
よ
い
美
し
い
環
境
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
（
生
活
基
盤
環
境
分
野
）

重
点
施
策
２

安
全
・
安
心
な
道
路
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、

次
の
路
線
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

 

道
路
整
備
事
業

１
億
４
、２
１
４
万
円

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

四
反
田
富
沢
線
舗
装
補
修
事
業

　
 

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
３
２
０
ｍ

 　

南
原
芹
ヶ
沢
込
木
線
舗
装
補
修
事
業

　

 
舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
３
２
０
ｍ

▽ 

下
舞
木
岩
本
線
外
道
路
改
良
事
業

　

 

改
良
・
舗
装
工
事　

Ｌ
＝
１
０
３
ｍ

　

 

電
柱
移
転
補
償　

Ｎ
＝
３
本

▽ 

五
本
木
垢
潜
薬
師
道
線
道
路
改
良
事
業

　

 

用
地
測
量　

Ａ
＝
２
・
１
ha

　

 

改
良
工
事　

Ｌ
＝
２
３
０
ｍ

▽ 

垣
之
内
辻
線
舗
装
補
修
事
業

　

 

補
修
改
良
工
事
Ｌ
＝
90
ｍ

　

 

蓋
掛
工　

Ｌ
＝
３
３
７
ｍ

▽ 

古
内
線
舗
装
補
修
事
業

　

 

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
３
４
０
ｍ

　

 

谷
戸
深
田
和
線
舗
装
補
修
事
業

 　

舗
装
補
修
工
事　

Ｌ
＝
３
３
５
ｍ

三春町の当初予算

　

 

町
営
住
宅
の
改
修
等

３
、７
９
４
万
円

　

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

町
営
住
宅
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

▽ 

や
し
ま
だ
い
団
地
改
修
工
事

　

 

鎌
田
前
団
地
改
修
工
事　
な
ど

　

 

水
道
事
業
施
設
の
改
良
等２

、０
０
０
万
円

【
予
算
の
内
訳
】

 　

配
水
管
布
設
工
事

　

樋
ノ
口
地
内
に
お
い
て
、
水
道
配
水
本
管

の
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

 　

次
亜
注
入
ポ
ン
プ
更
新
工
事

　

耐
用
年
数
を
超
え
た
次
亜
注
入
ポ
ン
プ
の

更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

継継継

　

 

西
部
地
区
住
環
境
整
備
事
業

５
０
０
万
円

　

住
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、
岩
江
地
区
の

側
溝
改
修
等
工
事
を
行
い
ま
す
。

継

継

　

 

生
活
道
路
整
備
事
業
助
成
金１

、０
０
０
万
円

　

地
域
が
自
ら
生
活
道
路
の
整
備
に
取
り
組

む
場
合
、
１
地
区
１
０
０
万
円
を
上
限
に
補

助
し
ま
す
。

継
　

 

橋
梁
点
検
補
修
事
業

７
、４
８
０
万
円

　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
三
春

西
大
橋
ほ
か
２
橋
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
５
ヶ
年
計
画
で
橋
梁
（
全
80
橋
）
の

総
点
検
を
行
い
、
効
率
的
な
維
持
管
理
に
つ

な
げ
ま
す
。

継継
　

 

町
営
バ
ス
運
行
（
町
営
バ
ス
事
業
特
別

　

  

会
計
）

６
、８
１
０
万
円

　

通
勤
、
通
学
、
通
院
な
ど
、
町
民
の
足
と

し
て
町
営
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

継 継

　

 

町
道
等
維
持
工
事

３
、５
０
０
万
円

　

各
ま
ち
づ
く
り
協
会
等
か
ら
の
要
望
に
応

え
、
町
道
、
農
道
、
水
路
等
の
維
持
補
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

継

「
三
春
町
除
染
実
施
計
画
」
に
基
づ
く
除
染
廃
棄

物
の
処
理
及
び
仮
置
場
の
適
切
な
維
持
管
理

【
放
射
性
物
質
対
策
特
別
会
計
】　
（
住
民
課
）

道
路
等
の
維
持
管
理
、
公
共
交
通
網
の
充
実

【
土
木
費
・
町
営
バ
ス
事
業
特
別
会
計
】　

（
建
設
課
・
住
民
課
）

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
組
の
推
進

【
衛
生
費
ほ
か
】　
（
住
民
課
）

　

 

清
掃
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

１
億
５
、４
０
５
万
円

　

定
期
ご
み
収
集
運
搬
業
務
、
搬
入
ご
み
処

理
業
務
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
窓
口
管
理
業
務
等

の
委
託
や
施
設
の
運
営
管
理
を
行
い
ま
す
。

継町
営
住
宅
の
維
持
管
理
、
上
下
水
道
の
維
持
管
理

【
土
木
費
・
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
会
計
】

　
（
建
設
課
・
企
業
局
）

新新 新

新新



6
広報みはる
令和２年５月号

広報みはる
令和２年５月号

　

 

賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業
奨
励
金

４
２
７
万
円

　

民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
者
に
対
し
、
戸
あ

た
り
部
屋
数
に
応
じ
て
建
設
費
用
を
補
助
し

ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
相
当
額
を
奨
励

金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　

 

空
き
家
改
修
等
お
よ
び
除
却
事
業
補
助

９
５
０
万
円

　

町
内
の
建
築
業
者
を
利
用
し
て
空
き
家
の

改
修
等
又
は
除
却
を
行
う
方
に
対
し
て
補
助

を
行
い
ま
す
。

　

 

住
宅
取
得
奨
励
金
交
付
事
業

２
２
７
万
円

　

町
内
の
建
築
業
者
を
利
用
し
て
町
内
に
新

築
住
宅
を
取
得
し
た
方
に
対
し
て
、
奨
励
金

を
交
付
し
ま
す
。

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
（
子
育
て
・
教
育
・
文
化
分
野
）

重
点
施
策
３

　

 

す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
応
援
事
業６

７
４
万
円

　

育
児
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
紙
お
む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
を
購
入
で
き

る
助
成
券
（
０
歳
〜
１
歳
未
満
、
１
歳
〜
２

歳
未
満
に
そ
れ
ぞ
れ
３
０
、０
０
０
円
）
を

支
給
し
ま
す
。

　
 

多
子
世
帯
養
育
支
援
事
業

４
５
０
万
円

　

18
歳
以
下
の
子
ど
も
３
人
以
上
を
養
育

し
て
い
る
世
帯
の
第
３
子
以
降
の
乳
幼
児

を
在
宅
等
で
養
育
し
て
い
る
場
合
、
月
５
、

９
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、
18
歳
以

下
の
子
ど
も
を
２
人
以
上
養
育
し
て
い
る
低

所
得
世
帯
の
第
２
子
の
乳
幼
児
を
在
宅
等
で

養
育
し
て
い
る
場
合
、
月
５
、０
０
０
円
を

支
給
し
ま
す
。

　

 

第
１
保
育
所
の
指
定
管
理
運
営

９
、０
２
９
万
円

　

 

第
２
保
育
所
の
指
定
管
理
運
営

１
億
８
７
９
万
円

　

星
総
合
病
院
を
指
定
管
理
者
と
し
て
、
公

設
民
営
に
よ
り
運
営
し
ま
す
。

　

 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
事
業２

、５
２
６
万
円

　

母
子
保
健
に
関
す
る
専
門
職
員
（
保
健
師

等
）
を
配
置
し
、
母
子
保
健
施
策
と
子
育
て

支
援
施
策
と
の
一
体
的
な
提
供
を
通
じ
て
妊

産
婦
及
び
乳
幼
児
の
健
康
の
保
持
増
進
に
関

す
る
包
括
的
な
支
援
を
行
い
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

提
供
し
ま
す
。

　

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
等
事
業

１
億
４
、９
８
８
万
円

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
基
づ
き
、

町
に
住
所
を
有
す
る
子
ど
も
が
入
所
す
る
認

定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
事
業
等
に
対
し

給
付
費
等
を
給
付
し
ま
す
。

三春町の当初予算

　

 

木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業
補
助

１
０
０
万
円

　

耐
震
性
が
不
足
す
る
木
造
住
宅
の
所
有
者

に
対
し
、
耐
震
改
修
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

継

継

　

 

建
築
物
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
含
有
調
査

　

 

補
助

50
万
円

　

吹
付
ア
ス
ベ
ス
ト
等
含
有
調
査
を
行
う
町

内
の
民
間
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
経
費
の
一

部
ま
た
は
全
部
を
補
助
し
ま
す
。

継

継継

継継 継

継 継

　

 

大
規
模
盛
土
造
成
地
第
二
次
ス
ク

　

 

リ
ー
ニ
ン
グ
計
画
作
成１、２

０
０
万
円

　

国
に
よ
る
第
一
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

り
、
大
規
模
盛
土
造
成
地
と
さ
れ
た
宅
地
等

に
つ
い
て
、
滑
動
崩
落
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇

所
を
抽
出
し
ま
す
。

新

…今年度新たに行われる新規事業…昨年度に引き続き行われる継続事業継 新

　

 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業

20
万
円

　

耐
震
診
断
者
を
派
遣
し
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
を
行
い
ま
す
。

継 住
環
境
の
向
上
、
空
き
地
空
き
家
対
策
の
強
化

【
土
木
費
】　
（
建
設
課
）

保
育
環
境
・
保
育
内
容
の
充
実

【
民
生
費
・
衛
生
費
・
教
育
費
】

（
子
育
て
支
援
課
ほ
か
）

継

　

 

岩
江
地
区
認
定
こ
ど
も
園（
仮
称
）

　

 

基
本
構
想
策
定
業
務

４
７
８
万
円

　

岩
江
地
区
へ
の
認
定
こ
ど
も
園
新
設
に
向

け
、
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。
併
せ
て
必

要
な
測
量
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

新

　
 

下
水
道
事
業
施
設
の
改
良
等４

、６
７
０
万
円

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

大
型
破
砕
機
の
整
備

　

 

最
適
整
備
構
想
業
務

継新新
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広報みはる
令和２年５月号

広報みはる
令和２年５月号

　
 

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
推
進
事
業

　
（
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
）

２
、２
９
５
万
円

　

小
学
校
単
位
に
開
催
し
、
地
区
民
の
協
力

を
得
て
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な

居
場
所
を
確
保
し
、
地
域
の
実
情
や
特
色
を

生
か
し
た
体
験
活
動
や
交
流
等
の
事
業
を
展

開
し
ま
す
。
な
お
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

な
い
中
妻
教
室
、
中
郷
教
室
、
沢
石
教
室
に

お
い
て
、
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
の
時
間
延
長
及

び
長
期
休
暇
中
の
教
室
を
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

　

 

小
学
校
管
理
費

１
億
２
、１
０
８
万
円

　

安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、

施
設
の
維
持
管
理
、
児
童
の
健
康
管
理
等
に

対
応
し
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

三
春
小
学
校
渡
り
廊
下
修
繕
工
事

▽ 

三
春
小
学
校
体
育
館
屋
根
補
修
工
事

▽ 

沢
石
小
学
校
教
室
照
明
修
繕
工
事

▽ 

御
木
沢
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

▽ 

中
郷
小
学
校
外
壁
改
修
工
事

　
 

電
子
黒
板
整
備

　

 

中
学
校
管
理
費

８
、３
１
８
万
円

　

安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、

施
設
の
維
持
管
理
、
生
徒
の
健
康
管
理
等
に

対
応
し
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

三
春
中
学
校
電
話
交
換
設
備
更
新
工
事

　

 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

１
、２
１
９
万
円

　

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
を
中

心
に
、
安
心
し
て
遊
び
、
気
軽
に
相
談
で
き

る
、
親
と
子
の
た
め
の
場
所
で
す
。

　

 

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

６
、４
２
０
万
円

　

児
童
に
健
全
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え

る
た
め
、
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
、
御
木
沢
児
童

ク
ラ
ブ
、
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
ま
す
。

三春町の当初予算

　

 

基
礎
学
力
向
上
推
進
事
業

１
７
１
万
円

　

小
・
中
学
校
学
力
検
査
の
実
施
に
よ
り
、

基
礎
学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

 

英
語
・
漢
字
・
数
学
検
定
費
補
助

１
１
０
万
円

　

中
学
生
が
英
語
・
漢
字
・
数
学
検
定
を
受

検
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
分
を
補
助

し
ま
す
。

　

 

三
春
中
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

２
、３
１
０
万
円

　

遠
距
離
通
学
対
応
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

　

 

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
支
援
交
付
金

２
１
６
万
円

　

各
小
中
学
校
が
主
体
的
に
実
施
す
る
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
に
交
付
金
を
交
付
し

ま
す
。

　

 

フ
ッ
化
物
洗
口
事
業

47
万
円

　

町
内
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学

生
を
対
象
と
し
て
歯
の
健
康
増
進
を
図
り
ま

す
。

　

 

特
別
支
援
学
級
費

４
、１
２
１
万
円

　

特
別
支
援
学
級
の
学
習
環
境
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

 

魁
春
旗
争
奪
全
国
高
等
学
校
選
抜
柔
道

　

  

錬
成
三
春
大
会
交
付
金

１
０
０
万
円

　

三
春
開
催
１
０
周
年
、
魁
春
旗
争
奪
大
会

５
年
目
の
記
念
大
会
で
す
。

継 継 継

継継

継

継 継 継

継継継

教
育
環
境
の
充
実

【
教
育
費
】　
（
教
育
課
）

新確
か
な
学
力
・
生
き
る
力
の
育
成

【
教
育
費
・
町
営
バ
ス
事
業
特
別
会
計
】

　
（
教
育
課
）

　

 

対
話
的
・
主
体
的
な
深
い
学
び
に

　

 

よ
る
授
業
の
実
践

74
万
円

　

各
学
校
に
講
師
を
派
遣
し
、
教
職
員
の
資

質
・
能
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

 

教
師
用
教
科
書
及
び
指
導
書
整
備

２
、３
０
４
万
円

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
整
備
し
ま

す
。

新

新

生
涯
学
習
・
文
化
環
境
の
充
実
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

【
教
育
費
】　
（
生
涯
学
習
課
）
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予
防
接
種
事
業

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

　

 

種
助
成　
　
　
　
　
　
　

   

５
１
６
万
円

▽ 

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
・
ロ
タ
ウ
イ
ル

　

 

ス
ワ
ク
チ
ン
助
成　
　
　
　

１
０
０
万
円

▽ 

成
人
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
抗
体
検
査

　
 

助
成　
　
　
　
　
　
　
　

   

３
１
０
万
円

▽ 
高
齢
者
の
法
定
接
種
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

１
、３
５
７
万
円

▽ 

子
ど
も
法
定
接
種
事
業　

２
、９
２
５
万
円

　
 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
活
動
交
付
金

２
２
４
万
円

　

体
育
協
会
登
録
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

等
の
活
動
に
係
る
経
費
に
対
し
て
交
付
金
を

交
付
し
ま
す
。

　

 

町
民
体
育
館
外
壁
改
修
工
事１、２

４
２
万
円

　

昨
年
度
の
屋
上
防
水
工
事
に
続
き
、
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の
外
壁
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

 

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
補
助
金

２
１
０
万
円

　

自
然
豊
か
な
三
春
ダ
ム
周
辺
を
会
場
に
、

第
23
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

（
今
年
度
の
大
会
開
催
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。）

誰
も
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
（
健
康
・
医
療
・
福
祉
分
野
）

重
点
施
策
４

　

  

田
村
地
方
在
宅
当
番
医
制
事
業１

６
２
万
円

　

休
日
当
番
医
制
事
業
を
委
託
し
、
田
村
地

方
夜
間
診
療
所
の
周
知
を
図
り
、
町
民
の
休

日
・
夜
間
一
次
救
急
体
制
を
確
保
し
ま
す
。

　

 

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

１
５
１
万
円

　

不
妊
治
療
に
伴
う
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
治
療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

 

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業

６
、４
８
１
万
円

　

子
育
て
に
係
る
負
担
の
軽
減
と
子
ど
も
の

健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
高
校
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
と
し
ま
す
。

　

 

老
人
福
祉
施
設
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　

 

入
所
措
置
事
業

６
、３
７
３
万
円

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
の
経
費
を
負
担

し
ま
す
。

三春町の当初予算

継継継

継
　

 

成
人
健
康
診
査
事
業

３
、９
５
０
万
円

　

健
康
の
保
持
増
進
、
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
結
び
つ
け
、
更
に
生
活
習
慣
の

改
善
を
促
進
し
ま
す
。

継

　

 

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

１
０
０
万
円

　

産
後
１
年
以
内
の
母
子
に
対
し
て
、
ま
ま

カ
フ
ェ
の
開
催
や
、
日
帰
り
・
宿
泊
に
よ
り

心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、

産
後
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

継
　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業       

84
万
円

　

み
は
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
運
営
委
託
と
利
用
料
の
１
／
２
を
町
が
助

成
し
ま
す
。

継

　

 

妊
婦
健
康
診
査
事
業

１
、２
９
４
万
円

　

す
べ
て
の
妊
婦
に
対
し
て
15
回
ま
で
の
健

診
費
用
を
公
費
負
担
し
、
ま
た
、
妊
婦
歯
科

健
診
、
産
後
１
ヶ
月
健
診
、
新
生
児
聴
覚
検

査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

継

　

 

乳
幼
児
健
康
診
査
事
業      

４
３
２
万
円

　

乳
幼
児
の
内
科
・
歯
科
診
察
、
身
体
測
定

等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
の
む
し
歯
保

有
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
１
歳
６
ヵ
月
〜
４

歳
ま
で
計
６
回
、
無
料
で
フ
ッ
素
塗
布
を
実

施
し
、
む
し
歯
予
防
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

継
　

 

三
春
病
院
事
業
負
担
金

７
、８
６
０
万
円

　

町
立
三
春
病
院
の
備
品
等
の
更
新
及
び
施

設
設
備
の
修
繕
工
事
を
行
い
、
安
全
な
医
療

環
境
を
整
備
し
ま
す
。

継

継 継継継

…今年度新たに行われる新規事業…昨年度に引き続き行われる継続事業継 新

町
民
の
健
康
増
進

【
衛
生
費
】　
（
保
健
福
祉
課
・
子
育
て
支
援
）

高
齢
者
福
祉
・
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

【
民
生
費
・
介
護
保
険
特
別
会
計
】

（
保
健
福
祉
課
）

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー
受
変
電
設
備
修
繕

　

 

工
事　
　
　
　
　
　

  

１
０
３
万
円

　

劣
化
し
た
受
変
電
設
備
を
更
新
し
、
施
設

の
適
正
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

新地
域
医
療
の
充
実

【
衛
生
費
】　
（
保
健
福
祉
課・子
育
て
支
援
課
）
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に
こ
に
こ
元
気
塾
（
介
護
予
防
） 事
業

１
、６
５
７
万
円

　

各
地
区
集
会
施
設
等
で
、
介
護
予
防
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

三春町の当初予算

産
業
が
育
ち
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
（
産
業
振
興
分
野
）

重
点
施
策
５

　

 

鳥
獣
被
害
対
策
事
業         

５
２
９
万
円

　

農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
電

気
柵
資
材
購
入
補
助
金
や
、
新
規
狩
猟
者
育

成
事
業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

 

滝
桜
観
光
対
策
業
務
委
託５

、２
０
０
万
円

　

令
和
２
年
度
の
滝
桜
開
花
時
の
駐
車
場
管

理
運
営
、
観
桜
料
徴
収
や
渋
滞
緩
和
対
策
に

関
す
る
業
務
と
、
令
和
３
年
度
の
滝
桜
観
光

対
策
に
係
る
準
備
を
行
い
ま
す
。

（
令
和
２
年
度
の
観
光
客
受
け
入
れ
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。）

　

 

畜
産
振
興
事
業

２
４
６
万
円

　

良
質
牛
の
生
産
を
図
る
た
め
の
優
良
基
礎
雌

牛
導
入
や
、
酪
農
の
生
産
安
定
を
図
る
た
め
の

優
良
乳
牛
導
入
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

 

森
林
経
営
管
理
意
向
調
査
事
前
準

備
業
務　
　
　
　
　
　
　
６
０
６
万
円

　

森
林
管
理
の
意
向
調
査
の
準
備
を
行
い
ま

す
。

　
 

工
場
立
地
促
進
奨
励
金

５
、９
８
２
万
円

　

町
内
工
業
団
地
に
立
地
し
た
企
業
に
対

し
、
町
工
場
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
き
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

　

 

街
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業

２
８
４
万
円

　

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
小
売
店
舗
等
の
改

修
費
や
家
賃
等
を
助
成
し
ま
す
。

　

 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用

　

 

支
援
補
助
金

50
万
円

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
活
用

す
る
事
業
者
等
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

　

 

観
光
振
興
事
業
業
務

１
、５
０
０
万
円

　

観
光
Ｐ
Ｒ
や
三
春
盆
踊
り
大
会
等
年
間
を

通
し
た
観
光
振
興
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

 

城
下
町
Ｐ
Ｒ
映
像
制
作

１
、５
０
０
万
円

　

城
下
町
や
愛
姫
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
街
な
か
の
魅

力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

 

三
春
町
商
工
振
興
補
助
金

７
０
０
万
円

　

三
春
町
商
工
会
の
運
営
事
業
に
補
助
し
、

町
内
商
工
業
者
の
経
営
の
振
興
と
安
定
を
図

り
ま
す
。

　

 

難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
等
助
成
事
業８

万
円

　

難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
費
等
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

継
　

 

障
が
い
者
福
祉
事
業３

億
６
、９
０
６
万
円

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
や
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に

よ
っ
て
障
が
い
者
を
支
援
し
、
安
心
安
全
な

生
活
の
確
保
と
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

継
　

 

認
知
症
総
合
支
援
事
業

６
５
４
万
円

　

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
が

集
え
る
場
づ
く
り
や
、
地
域
で
の
見
守
り
、

専
門
職
に
よ
る
早
期
支
援
等
を
実
施
し
ま
す
。

継継

　

 

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金３

、４
３
１
万
円

　

農
村
が
持
つ
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
た

め
、
集
落
が
共
同
で
取
り
組
む
28
協
定
地
区

を
支
援
し
ま
す
。

継
　

 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

７
、２
６
７
万
円

　

中
山
間
地
域
で
の
農
業
が
担
う
役
割
を
維

持
す
る
た
め
、
集
落
が
共
同
で
取
り
組
む
30

協
定
地
区
を
支
援
し
、
良
好
な
農
村
環
境
の

保
全
を
図
り
ま
す
。

継
　

 

水
田
農
業
推
進
事
業        

２
９
９
万
円

　

米
の
価
格
安
定
を
図
る
た
め
、
需
要
に
応

じ
た
米
生
産
の
取
組
に
つ
い
て
、
地
域
農
業

再
生
協
議
会
へ
支
援
を
行
い
ま
す
。

継
　

 

担
い
手
育
成
費

　

新
規
就
農
者
、
農
業
研
修
者
に
対
し
、
初

期
費
用
や
住
居
費
用
を
支
援
し
、
新
規
就
農

者
の
確
保
、
育
成
を
図
り
ま
す
。

▽ 

農
業
次
世
代
育
成
資
金
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
０
万
円

▽ 

新
規
就
農
者
等
居
住
費
補
助
金   

48
万
円

▽ 

新
規
就
農
者
応
援
給
付
金   

１
０
０
万
円

継

継

継

継継

継

継

継継

　
 

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
調
査

１
０
７
万
円

　

第
６
期
三
春
町
障
が
い
福
祉
計
画
等
を
策

定
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
調
査
を
行

い
ま
す
。

新
　

 

障
が
い
者
通
所
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

２
２
０
万
円

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

新

新商
業
の
活
性
化
及
び
工
業
の
振
興
、

雇
用
促
進
の
取
組

【
商
工
費
】　
（
産
業
課
）

通
年
型
観
光
の
推
進
、
魅
力
発
信
の
強
化
、

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

【
商
工
費
・
教
育
費
】（
産
業
課
・
生
涯
学
習
課
）

新
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地
域
交
流
事
業

41
万
円

　

東
京
都
目
黒
区
等
と
合
宿
受
入
れ
・
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
・
産
直
野
菜
の
出
店
等
に
よ

り
、
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　

 

国
際
交
流
事
業

４
１
１
万
円

　

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
の
管
理
運
営
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
三
春
町
国
際
交
流
協
会
に
委
託
（
指

定
管
理
）
す
る
と
と
も
に
、
国
際
交
流
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

　

 

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

８
０
０
万
円

　

三
春
町
に
定
住
し
、
就
業
す
る
方
に
対
し
、

奨
学
金
返
還
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

 

若
者
の
出
会
い
の
場
創
出
事
業１

５
０
万
円

　

独
身
男
女
の
出
会
い
を
促
進
す
る
若
者
交

流
促
進
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

協
働
と
町
民
参
画
に
よ
る
自
立

し
た
ま
ち
づ
く
り
（
協
働
・
行

財
政
経
営
分
野
）

重
点
施
策
６

　
 

ま
ち
づ
く
り
協
会
運
営
交
付
金８

３
１
万
円

　

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
会
の
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

 

地
域
づ
く
り
推
進
事
業

２
４
５
万
円

　

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
地
域
交
通

や
地
域
サ
ロ
ン
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

 

役
場
庁
舎
整
備
事
業８

億
５
、０
１
５
万
円

　

12
月
の
完
了
に
向
け
て
、
建
設
工
事
を
進

め
ま
す
。

　

 

交
流
館
等
改
修
事
業

１
、７
３
１
万
円

【
予
算
の
内
訳
】

　

 

ま
ほ
ら
空
調
設
備
改
修
工
事

　

 

ま
ほ
ら
屋
上
防
水
工
事

重
点
施
策
の
ほ
か
に

こ
ん
な
こ
と
に
も
取
り
組
み
ま
す

　

 

町
営
貝
山
プ
ー
ル
修
繕
工
事

１
４
０
万
円
／
生
涯
学
習
課

　

町
営
貝
山
プ
ー
ル
連
通
管
修
繕
工
事
を
実

施
し
ま
す
。令

和
２
年
度
繰
越
事
業

▼ 

た
め
池
改
修
調
査
設
計

４
０
０
万
円
／
産
業
課

　

実
沢
地
区
の
た
め
池
改
修
の
調
査
設
計
を

行
い
ま
す
。

▼ 

防
災
崖
崩
れ
対
策
事
業

４
、７
９
０
万
円
／
建
設
課

　

新
町
地
内
に
お
い
て
、
急
傾
斜
地
の
崖
崩

れ
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

▼ 

公
立
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

　

  

境
施
設
整
備
事
業

２
億
３
６
６
万
円
／
教
育
課

　

各
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備

し
、
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
を
提

供
で
き
る
よ
う
実
施
し
ま
す
。

▼ 

担
い
手
づ
く
り
（
被
災
者
支
援
型
）
補
助
金

５
１
１
万
円
／
産
業
課

　

台
風
19
号
に
よ
り
被
災
し
た
、
農
業
用
施

設
や
機
械
の
修
繕
等
に
係
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

▼ 

災
害
復
旧
事
業
費
（
農
地
等
災
害
復
旧

　

 

補
助
事
業
、
単
独
事
業
／
道
路
橋
梁
災

　

  

害
復
旧
事
業
、
単
独
事
業
等
）

５
億
２
、４
８
０
万
円
／
建
設
課

　

台
風
19
号
に
よ
り
被
災
し
た
、
町
道
や
農

業
用
施
設
の
災
害
復
旧
工
事
を
進
め
ま
す
。

三春町の当初予算

継継継継

　

 

地
方
公
会
計
整
備
推
進
費

97
万
円

　

統
一
基
準
に
よ
る
地
方
公
会
計
制
度
に
対
応

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
運
用
等
の
経
費
で
す
。

継

継新

　

 

国
勢
調
査
費

８
１
１
万
円
／
総
務
課

　

５
年
に
１
回
の
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

新
　

 

広
報
編
集
業
務１

９
０
万
円
／
総
務
課

　

広
報
の
編
集
デ
ザ
イ
ン
業
務
を
一
部
委
託

し
ま
す
。

新

新

　

 

北
保
育
所
門
扉
等
修
繕
工
事

２
３
６
万
円
／
子
育
て
支
援
課

　

劣
化
し
た
北
保
育
所
の
門
扉
や
床
を
修
繕

し
ま
す
。

新
　

 
第
１
保
育
所
改
修
工
事

２
、５
０
０
万
円
／
子
育
て
支
援
課

　

第
１
保
育
所
の
屋
根
及
び
外
壁
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

新
　

 

町
営
住
宅
火
災
警
報
器
設
置
業
務

２
７
１
万
円
／
建
設
課

　

町
営
住
宅
の
す
べ
て
の
部
屋
に
お
い
て
、

火
災
警
報
器
を
順
次
更
新
し
ま
す
。

新

…今年度新たに行われる新規事業…昨年度に引き続き行われる継続事業継 新

文
化
財
・
伝
統
芸
能
の
保
護
及
び
活
用

【
教
育
費
】　
（
歴
史
民
俗
資
料
）

　

 
大
桜
保
全
整
備
工
事

１
３
４
万
円

　

町
指
定
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
る
「
南

成
田
の
大
桜
」
に
つ
い
て
、
樹
勢
回
復
の
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業４

０
９
万
円

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
や
地
場
産
品
開

発
・
Ｐ
Ｒ
等
を
行
い
ま
す
。

新

新

地
域
間
交
流
及
び
国
際
交
流
の
推
進
、

定
住
人
口
増
加
施
策
の
推
進

【
総
務
費
・
教
育
費
】（
企
画
政
策
課
ほ
か
）

地
域
運
営
組
織
の
活
性
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
支
援

【
総
務
費
】　
（
総
務
課
）

役
場
新
庁
舎
の
整
備
、
公
共
施
設
等
の
維
持
管
理

【
総
務
費
・
教
育
費
】　
（
財
務
課
・
生
涯
学
習
課
）

継継新新

行
財
政
改
革
の
推
進【

総
務
費
】　
（
財
務
課
）
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令
和
２
年
３

月
31
日
（
火
）、

郡
山
医
療
生
活

協
同
組
合
の
三

春
支
部
長　

橋

本
奉
明
様
と
組

合
の
皆
様
が
三

春
町
役
場
を
訪

れ
、
台
風
19
号

の
被
災
見
舞
金

と
し
て
、
ご
寄

附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

株
式
会
社
市

川
組
代
表
取
締

役
市
川
幹
雄

様
か
ら
、
１
、

０
０
０
万
円
の

ご
寄
附
を
い
た

だ
き
、
４
月
７

日
（
火
）、
三
春

町
役
場
に
お
い

て
寄
附
目
録
の

贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
い
た

だ
い
た
ご
寄
附

は
、
町
政
全
般

に
お
い
て
有
効

に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

６
月
14
日
（
日
）
に
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
、
第
23
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
開

催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
既
に
お
申
込
み
さ
れ
た
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
参
加
料
の
返
金
を
行
い
ま
す
。

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
お
問
合
せ

　

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

　
（
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62
‐
３
８
３
７

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
町
税
を
一
時
に
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
、
税
務
課
に
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
と

き
は
、
原
則
と
し
て
１
年
以
内
の
期
間
に

限
り
、
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

申
請
に
当
た
っ
て
必
要
な
書
類
が
あ
り

ま
す
。
事
前
に
税
務
課
に
お
電
話
い
た
だ

き
、
必
要
な
書
類
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
◎
要
件

１　

財
産
に
つ
き
、
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、

　
　

そ
の
他
の
災
害
を
受
け
、
又
は
盗
難

　
　

に
か
か
っ
た
と
き
。

２　

病
気
に
か
か
り
、
又
は
負
傷
し
た
と

　
　

き
。

３　

事
業
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
た
と

　
　

き
。

４　

事
業
に
つ
き
著
し
い
損
失
を
受
け
た

　
　

と
き
。

５　

①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

　
　

実
に
類
す
る
事
実
が
あ
っ
た
と
き
。

　
　
　
　
　
　

郡
山
医
療
生
活
協
同
組
合

寄
附
来
庁

市
川
幹
雄
様
寄
附
来
庁

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り

納
税
が
困
難
な
方
に
は

徴
収
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

一
時
的
な
資
金
の

緊
急
貸
付
に
関
す
る

ご
案
内

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
踏
ま
え
、
休
業
や
失
業
等
に
よ
り
生
活

資
金
で
お
悩
み
の
方
々
に
向
け
た
、
緊
急

小
口
資
金
等
の
特
例
貸
付
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

特
例
貸
付
の
具
体
的
な
内
容
の
お
問
い

合
わ
せ
や
貸
付
の
ご
相
談
は
、
三
春
町
社

会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
本
資
金
は
貸
付
金
で
あ
り
、
返
済
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
、
相
談
窓
口

　

三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
三
春
町
福
祉
会
館
内
）

　
　
　
　

☎
62
‐
８
５
８
６

▽
お
問
合
せ

　

税
務
課　

収
納
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
62
‐
２
１
３
６

　

課
税
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
62
‐
８
１
２
７

　

縦
覧
と
は
、
課
税
さ
れ
る
土
地
ま
た
は

家
屋
の
価
格
が
記
載
さ
れ
た
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
ご
自
分
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の

価
格
な
ど
に
つ
い
て
ご
確
認
で
き
ま
す
。

▼ 

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
〜
６
月

　

 

１
日
（
月
）

※ 

土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。

▼ 

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　

 

分
（
水
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

 

７
時
00
分
）

▼ 

場
所　

役
場
１
階
税
務
課
窓
口
カ
ウ
ン

　

 

タ
ー

▼ 

縦
覧
で
き
る
方　

固
定
資
産
税
の
納
税

者
お
よ
び
納
税
者
の
委
任
状
を
持
参
し
た

方
（
縦
覧
す
る
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

▼ 

縦
覧
で
き
る
事
項

土
地
：
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格

家
屋
：
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

　
　
　

床
面
積
、
建
築
年
、
価
格

▼ 

問

　

税
務
課 

課
税
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
７  

℻
62
‐
５
１
５
５

郡山医療生活協同組合の皆様ご寄附をいただいた市川幹雄様（写真左）

令
和
２
年
度
土
地
・

家
屋
価
格
等
帳
簿
の
縦
覧
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広報みはる
令和２年５月号

お
世
話
に

な
り
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
町
と
を
結
ぶ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く

方
々
で
す
。
町
へ
の
要
望
や
意
見

な
ど
は
区
長
さ
ん
へ
お
話
し
く
だ

さ
い
。（
敬
称
略
）

◆ 

三
春

　

 

佐
藤　
仁
一　
（
大
町
）

　

 

鈴
木　
輝
夫　
（
中
町
）

　

 

大
内　
長
久　
（
八
幡
町
１
）

　

 

本
田　
儀
勇　
（
八
幡
町
２
）

　

 

佐
久
間
誠
治　
（
荒
町
上
）

 

岩
谷　
敏
男　
（
荒
町
下
）

　

 

鴫
原　
　
実　
（
北
町
）

　

 

山
崎　
　
正　
（
新
町
１
）

　

 

小
松　
興
男　
（
新
町
２
）

　

 

服
部　
　
昇　
（
新
町
３
）

　

 

菅
井　
純
一　
（
八
島
台
１
）

　

 

渡
辺　
德
康　
（
八
島
台
２
）

　

 

人
見　
正
司　
（
八
島
台
３
）

◆ 

沢
石

　

 

佐
久
間　
亨　
（
実
沢･

青
石
）

　

 

佐
久
間
廣
喜　
（
富
沢
）

◆ 

要
田

　

 

佐
久
間
勝
美　
（
熊
耳
）

　

 

渡
邉　
由
和　
（
南
成
田
）

　

 

橋
本　
和
良　
（
北
成
田
）

　

 

佐
藤　
勝
雄　
（
庄
司
）

◆ 

御
木
沢

　

 

鈴
木　
　
隆　
（
元
町
）

　

 

大
谷　
俊
夫　
（
栄
町
）

　

 

伊
藤　
　
博　
（
平
沢
１
）

　

 

伊
藤　
久
雄　
（
平
沢
２
）

　

 

渡
辺　
次
男　
（
御
祭
３
）

　

 

𣘺
本　
　
稔　
（
御
祭
４
）

　

 

渡
辺　
郡
市　
（
七
草
木
）

◆ 

岩
江

　

 

志
田　
良
一　
（
山
田
）

　
 

内
藤　
喜
章　
（
上
舞
木
）

　
 

伊
藤　
正
次　
（
下
舞
木
１
）

　
 

西
牧　
宏
之　
（
下
舞
木
２
）

　

 
上
野　
明
吉　
（
下
舞
木
３
）

　

 

髙
橋　
信
男　
（
下
舞
木
４
）

◆ 

中
妻

　

 

柳
沼　
　
学　
（
鷹
巣
）

　

 

佐
々
木
義
勝　
（
斎
藤
）

　

 

渡
辺　
直
幸　
（
沼
沢
）

　

 

村
上　
孝
行　
（
西
方
）

◆ 

中
郷

　

 

宗
像　
　
功　
（
滝
）

　

 

村
上　
正
義　
（
柴
原
）

　

 

武
田　
英
三　
（
込
木
）

　

 

鈴
木　
孝
男　
（
芹
ケ
沢
）

　

 

渡
邉　
宣
夫　
（
貝
山
）

　

 

佐
藤　
英
吉　
（
春
沢
）

　

 

橋
本　
三
郎　
（
狐
田
）

　

 

八
木
沼
孫
一　
（
過
足
）

　

 

根
本　
正
夫　
（
根
本
）

　

 

橋
本　
博
幸　
（
樋
渡
）

　

 

栁
沼　
保
寿　
（
蛇
石
）

消
防
団
幹
部

　

明
る
く
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る

た
め
、
地
域
の
防
火
・
防
災
の

中
心
と
な
っ
て
い
た
だ
く
方
々
で

す
。（
敬
称
略
）

◆ 

本
部

　

 

団
長　
　
　
石
井　
公
義

　

 

副
団
長　
　
赤
井　
幸
夫

　

 

分
団
長　
　
村
上　
輝
男

　

 

分
団
長　
　
榎
本　
英
基

◆ 

三
春
分
団

　

 

分
団
長　
　
栁
沼　
　
薫

　

 

副
分
団
長　
人
見　
　
誠

◆ 

沢
石
分
団

　

 

分
団
長　
　
佐
久
間　
貴

　

 

副
分
団
長　
菊
地　
和
裕

◆ 

要
田
分
団

　

 

分
団
長　
　
大
内　
明
広

　
 

副
分
団
長　
佐
久
間
美
彦

◆ 

御
木
沢
分
団

　
 

分
団
長　
　
伊
藤　
邦
彦

　

 
副
分
団
長　
橋
本　
康
幸

◆ 
岩
江
分
団

　

 

分
団
長　
　
笠
原　
雄
二

　

 

副
分
団
長　
栗
山　
　
豊

◆ 

中
妻
分
団

　

 

分
団
長　
　
本
田　
正
幸

　

 

副
分
団
長　
影
山　
慶
憲

◆ 

中
郷
分
団

　

 

分
団
長　
　
上
石　
和
美

　

 

副
分
団
長　
黒
羽　
正
彦

各
地
区
区
長

各
地
区
区
長

◀
 

 

問

▷
 

各
地
区
区
長
・
消
防
団
幹
部　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ　

☎
62-

１
１
１
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
61-

１
１
１
０

▷
 

地
区
交
流
館
長　
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ　
　
　
　

☎
62-

３
８
３
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
７
２
７

寄
附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
い
た
だ
い
た
方
々

（
３
月
９
日
〜
４
月
８
日
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　

 

増
子　

忠
一
（
山
田
）

 　

黒
羽　

吉
茂
（
八
島
台
）

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

▽ 

三
春
舞
鶴
会
会
員

▽ 

中
川　

中

 　
（
東
京
都
昭
島
市
）

【
一
般
寄
附
】

▽ 

株
式
会
社　

市
川
組

　

 

代
表
取
締
役　

市
川
幹
雄

▽ 

郡
山
医
療
生
活
協
同
組
合

 　

三
春
支
部
長　

橋
本　

奉
明

　

県
で
は
多
重
債
務
問
題
や
契

約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
消
費

生
活
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

法
律
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

県
中
地
方
振
興
局
で
の
無
料
法

律
相
談

▼ 

相
談
日

　

 

５
月
12
日
（
火
）

▼ 

相
談
時
間

 

13
時
〜
17
時

　

 （
一
人
あ
た
り
30
分
）

▼ 

相
談
方
法

　

 

来
所
及
び
電
話
相
談

▼ 

会
場

　

 

郡
山
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

　

 

２
階
第
４
会
議
室

　

 （
郡
山
市
麓
山
１
‐
１
‐
１
）

▼ 

予
約
先

　

 

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

 

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

　

 

左
記
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

 

県
中
地
方
振
興
局

　

 

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
９
５

消
防
団
幹
部

消
費
生
活

　
　
　無
料
法
律
相
談
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子育て世帯や若者の定住促進を目的として「平沢四合
田住宅団地」の分譲申込受付を随時、行っております。
この団地は、ＪＲ三春駅から北へ約１. ５キロ㍍で、御
木沢小学校も近く、通勤や通学に大変便利な静かな場
所です。申込・お問い合わせは、三春町企業局
　　　　　　　　　　　　　　　（☎６２－２５００）
所在地：　大字平沢字谷戸地内
分譲区画：全２９区画のうち９区画
面　積：　最小 242.04 ㎡～最大 314.04 ㎡
価　格：　15,150 ／㎡
金　額：　３, ６６６, ９０６円～４, ７５７, ７０６円

三春町選挙管理委員会の新しい委員が就任しました

平沢四合田住宅団地の分譲のご案内

任期　令和 2年 4月 1日～令和 6年 3月 31日
町民の皆さんが安心して、明るい選挙が行えるよう努めて参りたいと思
いますので、宜しくお願いします。

左から　橋本春雄委員、横山滋委員長、
　　　　郡司洋子委員長職務代理者、渡邉功雄委員

令
和
２
年
度

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

　
　
申
請
受
付
開
始
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
将
来
を
担
う
若
者
の
定
住
促

進
を
目
的
と
し
て
、
町
に
定
住
し
て
就
業

す
る
方
の
奨
学
金
返
還
を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
条
件
】

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

・
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
、
そ
の
返
還
を

　
行
っ
て
い
る
こ
と
。

・
奨
学
金
の
返
還
に
際
し
、
他
か
ら
の
助
成

　
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

・
町
内
に
住
民
登
録
を
し
、
継
続
し
て
町
内

　
に
定
住
す
る
こ
と
。

・
正
規
雇
用
に
よ
り
就
業
し
、
継
続
し
て
勤

　
務
し
て
い
る
こ
と
。（
た
だ
し
、
公
務
員

　
を
除
く
。）

・
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

【
助
成
金
の
対
象
期
間
及
び
助
成
額
】

・
助
成
金
の
対
象
期
間
は
、
町
内
に
住
民
登

　

録
を
行
っ
た
日
以
降
の
奨
学
金
を
返
還
す

　

る
期
間
で
、
最
長
96
月
分
を
対
象
と
し
ま

　
す
。

・
助
成
金
の
交
付
は
、
年
度
ご
と
に
行
い
ま

　

す
。
申
請
が
あ
っ
た
年
度
内
に
返
還
し
た

　

奨
学
金
の
額
〔
※
最
大
18
万
円
（
交
付
額

　

の
う
ち
15
％
は
、
協
同
組
合
み
は
る
ス
タ

　

ン
プ
会
が
発
行
す
る
商
品
券
）〕
を
助
成

　
し
ま
す
。

　

※
た
だ
し
、
予
算
額
を
超
え
る
申
請
が

　

あ
っ
た
場
合
は
、
助
成
額
が
変
更
と
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

令
和
２
年
度
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
10

月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、
次
の
必
要
書
類
を

用
意
し
、
役
場
２
階
企
画
政
策
課
ま
で
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
様
式
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

・
助
成
金
交
付
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

・
住
民
票
の
写
し
（
※
同
意
書
を
提
出
し
た

　
方
は
除
き
ま
す
）

・
奨
学
金
の
１
年
間
の
返
還
金
相
当
額
が
わ

　
か
る
書
類

・
誓
約
書
兼
同
意
書
（
様
式
第
２
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症

対
策
の
た
め
、
使
用
済
み
の
マ
ス
ク
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
ご
み
を
捨
て
る
場
合
は
、

「
ご
み
に
直
接
触
れ
な
い
」「
ご
み
袋
は
し
っ

か
り
し
ば
っ
て
封
を
す
る
」「
ご
み
を
捨
て

た
後
は
手
を
洗
う
」
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

【
ご
み
の
捨
て
方
】

①
ご
み
箱
に
ご
み
袋
を
か
ぶ
せ
ま
す
。
い
っ

　

ぱ
い
に
な
る
前
に
早
め
に
ご
み
袋
を
し

　

ば
っ
て
封
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
マ
ス
ク
等
の
ご
み
に
直
接
触
れ
る
こ
と

　

が
な
い
よ
う
し
っ
か
り
し
ば
り
ま
す
。

　

※
万
一
、
ご
み
が
袋
の
外
に
触
れ
た
場

　

合
は
、
二
重
に
ご
み
袋
に
入
れ
て
く
だ

　

さ
い
。

③
ご
み
を
捨
て
た
後
は
石
け
ん
を
使
っ
て
、

　

流
水
で
手
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

・
上
記
の
ご
み
の
捨
て
方
を
心
が
け
て

　

い
た
だ
く
こ
と
は
、
ご
家
族
だ
け
で
な

　

く
、
排
出
さ
れ
た
ご
み
を
扱
う
廃
棄
物
処

　

理
業
者
の
方
に
と
っ
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

　

ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

　

ス
な
ど
の
感
染
症
対
策
と
し
て
有
効
で

　

す
。

・
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

家
庭
で
の
使
用
済
み

　
マ
ス
ク
等
の
捨
て
方
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広報みはる
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課等名・課長等名 施設グループ等名 施設長
グループ長等名 グループ等職員名 電話番号

水 道・宅 造

梶原和則

大内広三

下 水 道

増子伸一、鈴木ひろ子

渡邉一輝

企業局
局長　村田浩憲

教育課
次長兼課長
本間　徹

62-2500

62-2500

学 校 教 育 大内佳代子 久保知之、佐藤哲郎、小野寺百絵、武田修一、樽井真理 62-6310

生涯学習課
課長兼交流館長
藤井　康

生 涯 学 習 佐久間久美 野村顕弘、横田涼、佐藤祐梨子 62-3837

佐久間正浩社 会 体 育 松本未智瑠、松本葵 62-3837

歴史民俗資料館

渡辺貞子

平田禎文

町民図書館

藤井典子、髙橋朋子

内藤タケ、西宏恵

62-5263

62-3375

大内江利子児童生活センター
志賀真理子、矢吹和枝、木次谷真実、大内美和、佐川恵理、
瀧田洋子 62-8666

議会
事務局長　佐久間孝夫 橋本和宜、 影山寛子 62-8124事 務 局

会計室
会計管理者兼室長
安部良明

会 　 計 渡辺里美、栁田知美 62-0330

三瓶新太郎、宗像秀幸、服部佑亮

伊本絵里、加藤太郎

建設課
課長　新野恭朗 建 　 設

橋本泰寿

佐藤智和

都 　 市 山口登美男、　佐藤光将

62-2115

62-2113

建 　 築 62-2113金田義隆

久保知之（教育課／主幹兼指導主事／福島県教育委員会より派遣）、伊藤友太（保健福祉課／主事）、
佐藤祐梨子（生涯学習課／主事）、星　彩乃（保健福祉課／主事）、樽井真理（教育課／技師（栄養士））、
佐久間結萌（総務課／副主事）、根本佳奈（住民課／副主事）、玉川瑛斗（税務課／副主事）

新採用

退　職
木村琴美、過足征子、眞田晴信（福島県復帰）、吉田行宏（福島県教育委員会復帰）

（４月１日付）

（3月 31日付）

派　遣
新野徳秋（三春まちづくり公社）、伊藤晴之（三春町土地改良区）、千葉大知（三春町社会福祉協議会）、渡部　薫（福島県）

○● 夏の軽装運動を実施します ●○
　省エネ対策の一環として、５月１日から 10月 31日までの間、職員の軽装（ノーネクタイ）運動を実施します。
　また、冷房の室内温度を高めに設定しますので、ご理解とご協力をお願いします。
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令和２年５月号

広報みはる
令和２年５月号

公共施設整備班

子育て支援 遠藤宏子

佐藤禎一

伊藤佳子、増子房代、近内文、遠藤薫理、緑川可那子 62-0055

新野美希子北 保 育 所
三輪美奈、鈴木佑季子、遠藤英恵、吉田尚、緑川奈津美、
　野琴恵 62-4133

岩江幼稚園

佐藤公江

隂山由美子

中郷幼稚園 工藤綾子、栁田陽子、橋本真理、井出知里

024-956-2727

62-2875

保 育 松崎浩仲、松﨑理香 62-0055

新野久美子、大石美香、渡辺幸、武内久美子、
吉田淳美、飯絢、中川詩織、小林いちご、白籏佳苗、
降矢真衣、菅野ゆづき

産業課
課長　永山　晋

農 　 林

遠藤　晃

佐久間島宏

商 工 観 光

桑原弘美、渡辺祥生、宗像哲志、影山貴啓、安田瞳、志賀瑞樹

大河原歩、伊藤崇文、今泉拓朗

62-2112

62-3960

農業委員会 農業委員会事務局 久保田　浩 62-2112

課等名・課長等名 施設グループ等名 施設長
グループ長等名 グループ等職員名 電話番号

庶 　 務

自 治 防 災

鴫原健二

今泉喜徳

文 書 情 報

大見友和

竹之内千智、滝田富崇、桑原渉、杉原美里、本田一真

内野雅大、佐久間結萌

宗像久美子、岩崎竜也、大内幸博

総務課
課長　伊藤　朗

財務課
課長兼
公共施設整備班長
菊田誠子

62-2111

62-8125

62-1114

財 務

小林　学

佐久間　貴

管 理 契 約

岩崎友也、星綾子

永井雄人

62-2132

62-2132

住民課
課長　遠藤信行

住 　 民

根本義己生 活 環 境

佐久間薫、藤橋優美子、鈴木美香、増子未咲、根本佳奈

本田侑、本田圭佑

62-8126

62-2147

税務課
課長　荒井公秀

課 　 税

近内信二

橋本　勝

収 　 納 五十嵐美紗、玉川瑛斗

62-8127

62-2136

保健福祉課
課長　佐久間美代子

福 祉 菊田久光

介 護 保 険 魵澤ルミ子、宗像雄也

62-3166

62-3166

地域ケア推進
大須賀美和、人見千佳子、平野大介、佐久間達意、木船愛、
荒井由紀

松崎俊介国 保 医 療 八木千加子、林有希奈

62-5110

62-5110

志田公美

儀同佐江子

橋本加代子

新田由香里、伊藤友太、星彩乃

根本文子、澤田瑛梨奈、冨塚俊樹、黒澤弘樹、渡邊聖也

（菊田誠子） 62-2132

企画政策課
課長　宮本久功 62-1122企 画 政 策 渡辺　淳 大貫健一、佐久間佑樹

子育て支援課
課長　影山清夫

（小林学）、（岩崎友也）、（永井雄人）

令和２年４月１日現在の職員配置などをお知らせします。

三春町役場行政組織機構図
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ゴールデンウィーク期間の診療体制についてお知らせ

　認知症の方やそのご家族の交流の場です。お茶を飲みながら楽しくお話ししましょう。
▶ 開催日時　▶５月７日（木）　午前 10時～正午　　▶６月４日（木）　午前 10時～正午
▶ 場　　所　三春病院　１階健診室前
▶ 身体を動かしながら脳を鍛える簡単なストレッチ
▶ 健康に関する20分程度のミニ講座
 　５月 「腰痛予防」　６月 「大腸菌感染症（Ｏ１５７）について」
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）
※ 医療・介護・福祉に関するご相談には専門のスタッフが対応します。
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、開催の中止または変更となる場合がありますので、ホーム
　 ページをご覧ください。

三春病院は下記のとおり診療いたします。

三春病院‐星総合病院バスは下記のとおり運行いたします。

◆時刻表は受付窓口にございます。
◆詳しくは下記お問合せまでご連絡ください。

※5/5( 火 ) は診察日ですがバスは
お休みですのでご注意ください。

オレンジカフェ☆さくら

三春町敬老園「キラキラ☆健康広場」

ゴールデンウィーク期間の三春病院バスの運行について

　毎月１回、健康講座を開いています。
認知症や介護に関すること、感染症についてや熱中症予
防など健康な生活に役立つ情報を分かりやすくお話しし
ます。
事前申し込みはいりません。
来月の誌面でご案内しますので、
お気軽にご参加ください。

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News

申込不要
参加無料

５月１日㈮

５月６日㈬ ５月７日㈭ ５月８日㈮ ５月９日㈯ ５月１０日㈰

５月２日㈯ ５月３日㈰ ５月４日㈪ ５月５日㈫

診察日

診察日

診察日
（午後休診）

診察日
（午後休診）

診察日
（午後休診）

診察日
（休日当番）休診

休診 休診

休診

５月１日㈮

５月６日㈬ ５月７日㈭ ５月８日㈮ ５月９日㈯ ５月１０日㈰

５月２日㈯ ５月３日㈰ ５月４日㈪ ５月５日㈫
〇 〇 × × ×

× 〇 〇 〇 ×
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◆ 

２
０
２
０
年
度

　
「
チ
ー
ム
田
村
」ス
タ
ー
ト
！

　

３
月
30
日
に
離
任
式
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
を
お
送
り
し
ま

し
た
。

　

４
月
か
ら
は
新
し
い
先
生
方
と
新
入
生
を

迎
え
入
れ
、
２
０
２
０
年
度
の
「
チ
ー
ム
田

村
」
が
始
動
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
各
式
で
は
時
間
短
縮
や
マ
ス
ク
着
用
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
防
止
対
策
に
努
め
な

が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
初
々

し
い
１
年
生
を
前
に
２
・
３
年
生
も
心
新
た

に
目
を
輝
か
せ
て
お
り
、
今
後
の
田
高
生
の

活
躍
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

生
徒
に
と
っ
て
は
初
心
を
大
切
に
し
て
勉

学
や
部
活
動
な
ど
に
精
進
し
、
自
分
の
夢
や

希
望
、
そ
し
て
進
路
の
実
現
を
叶
え
ら
れ
る

一
年
と
な
る
よ
う
、
我
々
教
職
員
も
一
丸
と

な
っ
て
生
徒
の
サ
ポ
ー
ト
を
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
ご
支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆ 

３
月
30
日　
離
任
式

　

こ
れ
ま
で
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼ 

退
職
者

　

 

橋
本　

安
広 

教
諭

　

 

宮
口　

弘
美 

主
任
寄
宿
舎
指
導
員

　

 

大
橋　

勇
輝 

講
師

◆ 

４
月
８
日　
着
任
式

▼ 

転
入
者

　

 

猪
越　
　

力 

主
幹
兼
事
務
長

（
県
中
建
設
事
務
所
よ
り
）

　

 

遠
藤　
　

健 

教
頭（

梁
川
高
校
よ
り 

地
歴
）

　

 

大
和
田
努
士 

教
諭

（
河
東
学
園
中
学
校
よ
り 

数
学
）

　

 

阿
部　

明
子 

教
諭

（
郡
山
東
高
校
よ
り 

数
学
）

　

 

面
川
雄
一
郎 

教
諭（

郡
山
高
校
よ
り 

理
科
）

　

 

吉
田　

圭
吾 

教
諭（

長
沼
高
校
よ
り 

保
体
）

　

 

佐
藤
ま
ゆ
み 

主
査
（
人
事
総
室
よ
り
）

　

 

鈴
木　

恵
美 

寄
宿
舎
指
導
員

（
平
支
援
学
校
よ
り
）

　

 

吉
田
さ
く
ら 

講
師
（
新
採
用 

保
体
）

　

 

鈴
木
真
奈
美 

期
付
実
習
助
手

（
磐
城
桜
が
丘
高
校
よ
り
）

　

 

加
藤　

洋
一 

時
間
講
師

　

 

名
倉　
　

裕 

時
間
講
師

　

 

田
中　

幸
子 

月
手
当
養
護
教
諭

◆ 

４
月
９
日　
入
学
式

　

 

熊
坂
恵
梨
奈 

月
手
当
養
護
教
諭

▼ 

転
出
者

　

 

加
藤　
　

聡 

教
頭
（
福
島
西
高
校
へ
）

　

 

宇
佐
見
ま
ゆ
み 

事
務
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
笹
生
支
援
学
校
へ
）

　

 

澤
井　

修
司 

教
諭
（
郡
山
北
工
業
高
校
へ
）

　

 

添
田　

浩
幸 

教
諭
（
郡
山
商
業
高
校
へ
）

　

 

荒
井　

知
子 

教
諭
（
須
賀
川
桐
陽
高
校
へ
）

　
 

五
島　

裕
美 

教
諭
（
小
高
産
業
技
術
高
校
へ
）

　
 

押
久
保
正
行 

教
諭
（
福
島
西
高
校
へ
）

　
 

鈴
木
恵
美
子 

実
習
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
郡
山
商
業
業
高
校
へ
）

　

 

官
野　

千
春 

主
査
（
県
中
地
方
振
興
局
へ
）

入学式の様子

入学式で誓いの言葉を述べる
過足一輝さん（三春中出身）

1学年担任・副担任紹介

これまで熱心にご指導いただき、ありがとうございました。

着任式の様子

　

来
賓
と
し
て
、
坂
本
浩
之
町
長
と
安
齊
徹

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

担
任
の
呼
名
で
は
、
新
入
生
が
元
気
な
返

事
で
応
え
、
無
事
に
遠
藤
校
長
に
入
学
許
可

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
成
長
と
活
躍
が
と
て
も
楽
し

み
で
す
。
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　　　研究の現場を見てみよう！
日本原子力研究開発機構　福島環境安全センターで行っている研究内容について紹介します。

　3.11 の事故以来、原子力機構は福島に散らばった放射性物質の
動きや空間線量率の変化、またそのメカニズムなど様々な調査研究
を行ってきました。これらによる成果は、事故によりどのようなこ
とが起こったのか、それが今現在どうなっているのか、あるいはこ
れからどうなっていくのかと言った様々な不安に対する答えの一つ
となるものと思います。このような考えのもと、私たちは成果をわ
かりやすく公開する情報公開サイト FaCEIS の開発・運用を行って
います（https://fukushima.jaea.go.jp/ceis/）。
　特にコンテンツの一つ「根拠情報Q&A」では、一般の方にもわかりやすくなるよう、階層化するなど工夫
を行っています。今後も機構内外の新しい知見の取り込みを継続するとともに、より使いやすい・わかりやす
い情報提供の仕方を検討していきます。

○ 福島総合環境情報サイト(FaCEIS：フェイシス ) の開発

◎ 日本原子力研究開発機構　廃炉環境国際共同研究センター
　 環境動態研究グループ　長尾　郁弥
　社会に出てから東京、横浜、茨城、福島と徐々に北上しています。２年前から三
春に住んでいますが、寒いは寒いながら当初想定していたほど雪も降らず安堵して
います。この季節（執筆時３月）を考えると、スギ花粉が関東より遅いのはありが
たいものです。

コミュタン福島　５月イベント情報
※ 5月 6日（水）まで臨時休館いたしております。また、週末イベントは当面の間開催を中止させて
　いただきますが、再開の見通しがつき次第ホームページ上で周知させていただきます。
　再開した場合、予定しているイベントは、以下のとおりです。
▶   9日（土）・10日（日）　 「浮沈子をつくろう！」
　　　　　　　　　　　　　　「荷造りひもでおしゃれなかごをつくろう！」
▶ 16日（土）・17日（日）　 「ピコピコカプセルをつくろう！」
　　　　　　　　　　　　　   「ロボットプログラミング教室（ロボットで障害物競争しよう）」
▶ 23日（土）・24日（日）　 「紙すきを体験しよう！」
　 　　　　　　　　　　　　  「傘袋ロケット（ｺﾐｭﾀﾝﾁｬﾚﾝｼﾞ）」
▶ 30日（土）・31日（日）　 「正四面体ピラミッドランプシェードをつくろう！」
　 　　　　　　　　　　　　  「見えない空気の力（ｻｲｴﾝｽｼｮｰ）」
　　　　　　　　　　　　　　「つみき（ｺﾐｭﾀﾝﾁｬﾚﾝｼﾞ）」
▶ 環境創造シアター国立科学博物館番組上映
※感染症拡散防止のためイベント及び環境創造シアター上映が中止になる場合があります。
※環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行しています。
　詳しくは「三春町町営バス時刻表」を御覧ください。
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 環境放射線量測定値をお知らせします 環境放射線量測定値をお知らせします
● 仮置き場の空間線量測定値
　現在、除去土壌等の保管を行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江
地区の仮置き場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施してお
り、すべての仮置き場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

岩江地区仮置き場中郷地区仮置き場

中妻地区仮置き場三春地区仮置き場

北部三地区第２仮置き場北部三地区仮置き場
①

0.11

0.12

0.11

0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

0.12

0.12

0.11

0.11

0.10

0.11

0.11

0.12

0.11

0.10

0.11

0.11

0.12

0.11

0.12

0.11

0.12

0.11

0.10

0.10

0.07

0.09

0.09

0.07

  3月  4日

  3月11日

  3月18日

  3月25日

測定日
測定点

①

0.13

0.13

0.13

0.14

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

0.11

0.12

0.12

0.12

0.12

0.14

0.14

0.14

0.11

0.11

0.12

0.13

0.09

0.10

0.09

0.09

0.09

0.09

0.10

0.10

0.11

0.11

0.11

0.13

  3月  5日

  3月12日

  3月19日

  3月26日

測定日
測定点

①

0.11
0.11
0.09
0.10
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

0.11
0.10
0.10
0.11
0.09

0.10
0.09
0.09
0.09
0.10

0.11
0.10
0.11
0.11
0.11

0.10
0.10
0.12
0.10
0.11

0.09
0.11
0.11
0.09
0.10

0.09
0.09
0.09
0.10
0.09

  3月  3日
  3月10日
  3月17日
  3月24日
  3月31日

測定日
測定点

①

0.09
0.09
0.09
0.09
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

0.10
0.10
0.10
0.10
0.10

0.11
0.10
0.10
0.10
0.10

0.11
0.11
0.10
0.10
0.09

0.08
0.08
0.08
0.07
0.07

0.10
0.10
0.10
0.10
0.09

0.10
0.10
0.09
0.10
0.08

  3月  2日
  3月  9日
  3月16日
  3月23日
  3月30日

測定日
測定点 ①

0.06

0.06

0.07

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

0.07

0.07

0.07

0.09

0.09

0.08

0.13

0.13

0.13

0.11

0.11

0.13

0.05

0.05

0.08

0.07

0.07

0.07

  3月  6日

  3月13日

  3月27日

測定日
測定点

0.09
0.09
0.09
0.09
0.09

② ③ ④

0.11
0.11
0.10
0.11
0.11

0.08
0.09
0.09
0.08
0.07

0.11
0.11
0.10
0.10
0.09

  3月  2日
  3月  9日
  3月16日
  3月23日
  3月30日

測定日
測定点
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このコーナーでは、最近行われた行事や三春ならではのアツい話題などを
ピックアップしてお伝えしています。

家族経営協定書の調印式が行われました

蓄電池の寄贈式が執り行われました

　この度、熊耳の門馬稔治さんご家族が、農業経営を行うための家族
経営協定書を作成し、県中農林事務所田村普及所長と三春町産業課長
が立会人となり調印式が行われました。
　家族経営協定とは、家族で取り組む農業経営について、経営の方針
や家族１人ごとの役割、就業条件などについて、家族での十分な話し
合いに基づいて決定し、その内容を協定として締結するものです。
　今後は、締結された協定書を基に、三春インターブルーベリー園の
経営を中心に農業経営を行っていくとの事です。
家族経営協定書を締結された門馬さんご家族には町の農業者の一員
として今後のご活躍に期待しております。
　　　　　認定農業者に関する問い合わせ先／産業課　農林グループ

☎ 62-2112

　株式会社シージーエム福島代表取締役・松永紀男様より、町へ６台
の蓄電池が寄贈されました。令和２年２月２６日（水）には、寄贈式
が執り行われ、町長より感謝状が贈呈されました。寄贈された蓄電池
は、災害やイベント時に活用させていただきます。
　なお、福祉施設や地区等への貸し出しもできますので、希望される
場合はお問い合わせください。
　　　　　　　　問い合わせ先／総務課　庶務グループ　☎62-2111

　飛田アサさんが４月４日に満１００歳を迎えられ、同日、ご自宅
にて賀寿贈呈式が行われました。
飛田さんには、福島県より知事賀寿と会津塗り木杯、三春町から賀
寿と祝金、三春町老人クラブ連合会から祝金が贈られたほか、お孫
さんより花束が贈られました。
飛田さんの長生きの秘訣は、家族を守らないといけないという気持
ちで頑張ってきたことと大好きなお饅頭を食べることだそうです。
飛田さんの益々のご長寿をお祈りいたします。

　小山トメミさんが４月４日に満１００歳を迎えられ、４月５日に
ご自宅にて賀寿贈呈式が行われました。
小山さんには、福島県より知事賀寿と会津塗り木杯、三春町から賀
寿と祝金、三春町老人クラブ連合会から祝金が贈られました。
小山さんは、ゲートボールや塗り絵、折り紙など趣味をたくさん持
つことが長寿につながったとおっしゃっていました。小山さんの
益々のご長寿をお祈りいたします。

百歳賀寿おめでとうございます

飛田アサさん

小山トメミさん
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南成田の大桜で観桜会

楮（こうぞ）の刈り取り作業を行いました

これだけは

　4月 5日、町の天然記念物「南成田の大桜」で、初めての観桜会が
開催されました。「南成田大桜を守る会」と「南なりた村おこしの会」
が共同で企画したもので、甘酒や南成田産の小麦粉を使った手作り
ドーナツなどが振る舞われ、地域の方々が桜を見ながら、その保全に
ついて語り合いました。
　なお、橋本翔さん（三春中学校 2年）が、この桜の根元にある空
洞に着目し、記念撮影やイベントの開催による観光誘客を提案し、2
月に福島民報社の「小中学生まちづくり大賞」アイディア部門で金賞
を受賞しました。桜の保護とともにその活用が期待されます。

　新型コロナウィルス感染予防対策のため、相当数の行事取りやめ・自粛がありましたが、三春町でも卒業式や滝
桜観光に大きな影響がありました。
　卒業式では、感染予防上の配慮から在校生の出席はかなわず来賓も限定するなど、何を割愛するのか現場での
先生方や関係者の葛藤とご苦労は相当なものだったと思います。
　そのような中、式は静かに挙行されました。
　小学校では、休校により事前の練習もままならない中で卒業式本番を迎えてしまいました。
　中学校では、いつもより座席間隔をかなり広くとった体育館での卒業式となりました。
　田村高校では、歌は歌えずCDを流すのみとなってしまいました。
　ただ、いずれの卒業式でも恩師や保護者に向かって、「ありがとうございました。」の大きな声とともに深 と々一礼
する姿がありました。
　様々な制約があるなか、恩師や保護者への感謝の気持ちだけは自分の声で精一杯伝えたかったのでしょう。
　その気持ちは、参列した私どもにも充分伝わりました。
　一方、今年の滝桜は４月１日に開花いたしました。例年にない早い開花です。
　感染拡大を助長する三つの「密」を避けるため、売店やシャトルバス運行は取りやめるなど、これも制約がある
なか観桜シーズンを迎えましたが、４月７日の緊急事態宣言を受け、今年の滝桜観光は全面的に中止とさせていた
だきました。
　落ち着かない情勢ではありましたが、滝桜は悠 と々枝を広げいつもと変わりない凜とした姿を見せてくれました。
　町内には、滝桜以外にも皆さんお気に入りの桜が点在していますが、来年は、何の屈託もなく桜を見られること
を切に願っております。
　今回の新型コロナウィルス感染症対策に際して改めて感じたのは、日常を支える物流など様々な体制が
こんなにも脆弱な基盤の上に成り立っていたと言うことです。
　かつて、効率化をひたすら目指し外注化・外部化を進めて来ましたが、はからずも弱点を露呈してしまいました。
今後、程度の差こそあるかと思いますが、自給・自立体制の強化は避けられないと思うと同時に、我が国ファースト、
我がまちファーストそして自分ファーストが極端にならないことを祈るばかりです。
　大変な時だからこそ、お互いを思いやり信頼し助け合う精神だけは失いたくないものです。

　３月１９日、岩手県一関市東山支所、和紙生産者が来町し、北成田
地区で栽培された楮の刈り取り作業を行いました。
楮は、岩手県一関市東山町で８００年以上受け継がれる手漉き和紙
「東山和紙」の原料です。平成２３年に一関市から町へ寄贈され、現
在は、北成田しあわせ会が管理を行っています。
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主 な 施 設 の 休 館 日
▶

▶

▶

▶
▶

▶

▶

▶

▶

延　長　業　務
▶

▶
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三春交流館運営協会自主事業

　令和２年６月６日に予定しておりました有馬靖彦とデキシージャイブは、新
型コロナウイルスの感染拡大防止のため、中止となりました。

M-NAVI 交流館NEWS

自然観察ステーション ５月のイベント情報

公演中止のお知らせ

5月のイベントはありません。

★ 春の観察会

★ カブトムシの幼虫飼育教室

　食べられる野草の採取をします。（実施場所：さくら湖周辺）
▶ 日　　時　５月 17日（日） 　午前９時 30分～ 12時
▶ 集合場所　ステーション
▶ 持 参 品　 特になし
▶ 参 加 費　 無料

　カブトムシが、幼虫から羽化するまでの学習をします。カブトムシの幼虫
は配布します。
▶ 日　　時　５月 23日（土） 　午前 9時～ 12時
▶ 集合場所　ステーション
▶ 持 参 品　 あれば飼育ケース
▶ 参 加 費　 無料

広報みはる
令和２年５月号
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趣
味
・
教
養

　広報 4月号で募集を行いました、令和 2年度アメリカ短期留学（第 13回アメリカサマーキャンプ）については、
新型コロナウィルス感染者増加などの影響により中止とさせていただきます。

　三春サッカースポーツ少年団は、郡山市の小泉サッカー
スポーツ少年団と合同で１つのサッカーチームを作り、リ
ガーズフットボールクラブとして活動しています。
　活動目標は、サッカーを通して、人と人のつながりに感
謝し、すべての人をリスペクト（敬意を示す）することです。
団員は、小学１年生～６年生の３１名で楽しく活動してい
ます。指導者の数も充実していますので、子供のレベルに
合わせた指導ができます。入団希望のお子さんがいました
ら、お気軽に見学や体験にお越しください。
▶ 練習日　毎週土　午後１時３０分～４時　日曜　午前９時～１１時３０分
　 場　所　小泉小学校、柴原グラウンド
▶ 夜練習　（希望参加者）：毎週月曜　午後７時～９時
　 場　所　旧桜中学校体育館

三春サッカースポーツ少年団を紹介します

三春町民図書館開館３０周年

三春町中高生姉妹都市派遣事業
令和2年度アメリカ短期留学（第13回アメリカサマーキャンプ）中止について

【お知らせ】
　図書館では、三春町民図書館開館３０周年に伴い、記念誌を作成します。
　平成２年７月開館からの読書活動に関わる写真を集めていますので、懐かしい思い出写真がありましたら、図書
館へご提供願います。（期限：７月３１日まで）

【地区交流館図書室紹介】
　地区館長が本の貸出しを行っています。午前９時３０分から午後４時３０分まで利用できます。
（開館日は次の表のとおり）
　なお、今年度から貸出中資料の予約を受け付けますので、ご利用ください。

【「郷土資料」とは？】
　地域に関する一切の資料のことです。具体的には次のようなものです。
・郷土関係者の著作
・郷土で発行された図書・新聞・雑誌・行政資料・産業資料
・文化行事のプログラム
・郷土に関する地誌・歴史・伝記・文学作品など

　当館では、三春町に関する資料を収集し、みなさまにご利用いただい
ております。
　地域で作成した本や小冊子がありましたら、ぜひ図書館にご連絡くだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　　

地区交流館名
沢石会館
御木沢地区公民館
岩江センター
中妻地区公民館
中郷地区交流館

所在地
大字実沢字楢梨 215-5
大字平沢字東 333-2
大字下舞木字岩本 278-1
大字鷹巣字大日向 13
大字柴原字神久保 235-1

利用可能日
火・水・木曜日
火・木・土曜日
火・水・金曜日
火・木・土曜日
火・水・木曜日

蔵書数
2,593 冊
1,655 冊
2,618 冊
2,326 冊
1,850 冊

広報みはる
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岩江センター図書室

本館「郷土資料コーナー」
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〈地域子育て支援センター　☎62-0555〉
★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前10時～正午／午後1時～3時

今月の行事をお知らせします
　児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします。
　詳しくは、お問い合わせください。

〈児童生活センター　☎62-8666　FAX62-8669〉
★ すべての申込先は児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。（☎62-8666）

子
ど
も
・
親
子

小
学
生
親
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

（
軟
式
）
が
開
催
さ
れ
ま
す

対　象行　事 日　時 場　所 内　容

5月2日（土）
9時30分集合
申込期限5月1日（金）
（活動時間：10時から
1時間程度）

内　容：「追って、追われて」しっぽとりゲームをちょっとアレンジ
　　　　して、ワクワクドキドキの内容にしました。
持参物：うわばき・タオル・着替え・水筒
参加費：100円
申込先：児童生活センター（三春小学校内）・御木沢児童クラブ（御木沢
　　　　小学校体育館内）へ参加費を添えてお申し込みください。当日
　　　　欠席となっても返金できませんのでご了承ください。

体育館で遊ぼう

小学生

御木沢小
体育館

5月9日（土）
9時30分集合
申込期限5月7日（木）

内　容：普段見ている花の苗を見たことがあるかな？どんな風に
　　　 育つのか、きれいな花が咲くまでを観察してみよう。
持参物：汗拭きタオル・軍手
参加費：無料
申込先：三春町児童生活センター（三春小学校内）・岩江児童
　　　 クラブ（岩江センター内）へお申し込みください。

花の苗植え

5月23日（土）
9時集合
申込期限5月11日（月）
（活動時間：9時から
正午）

内　容：カブトムシの幼虫を育てよう！！
　　　 今年度最初の理科クラブです。カブトムシの育て方を教えて
　　　  もらい、カブトムシの幼虫を持ち帰り、育てよう。
持参物：帽子・水筒
参加費：無料

理科クラブ
三春小学校内
わんぱく
クラブ室

岩江センター

対　象行　事 日　時 場　所 内　容

地域
子育て支援
センター

就学前の5月生まれの
お子さん

保護者

手作りの誕生カードに写真を貼り、身長・体重や手形

を押してつくります。誕生カードを差し上げますので

お電話で予約をお願いします。

子育てで困ったとき、悩んだとき、スタッフが一緒に考

え、解決の糸口を探すお手伝いをします。相談内容の

秘密は厳守されます。まず、お電話ください。

お誕生のお祝い
5月生まれ

子育て相談

申込期限5月22日（金）

月～金（祝日除く）
午前9時～午後4時
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国
民
年
金
の
加
入
方
法

問国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に

つ
い
て

　

子
ど
も
・
親
子

「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」
の
お
知
ら
せ

年　
金

年　

金

公
認
心
理
師
の
子
育
て
相
談
日
の

お
知
ら
せ

℻

㈭ 横山美香先生
①13:10～14：10
②14:30～15：30

6月4日
㈭ 横山美香先生

①13:10～14：10
②14:30～15：30

開催日 時　間 公認心理師

問年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
電
話
相

談
窓
口
が
変
わ
り
ま
し
た

　
問
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令和２年５月号

　
新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

※ 新着コーナーには、５月７日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎62-3375　FAX61-1026

『あっくんとデコやしき』
八百板洋子／文　垂石眞子／絵

福音館書店

『ビジュアルパンデミック・マップ』
サンドラ・ヘンペル／著　竹田誠／日本語版監修
日経ナショナルジオグラフィック社

　あっくんは、お父さんが働いているデコ屋敷
に、お弁当を届けるようお母さんから頼まれま
す。妹が生まれてからというもの、お手伝いを
頼まれてばかりで、つい桜を折ったりとうっぷ
んを晴らしてしまいます。着いたのは夕暮れ時、
屋敷は薄暗く、静かです。と、人形の目が光り
だして…三春を舞台に、あっくんの試練と成長
が描き出される絵本です。美しい自然や、人形
たちの息づかいまで感じられるようなデコ屋敷
の描写も大きな読みどころです。

　ペスト、天然痘からSARSまで、
古今の伝染病を解説した1冊です。
地図や写真を交えながら、目に見え
ない様々なウイルスがどのように広
がって被害をもたらし、人類がそれ
とどう闘ってきたかが分かりやすく
書かれています。新型のウイルスが
猛威を振るう昨今ですが、過去を振
り返ることで、現在の状況をよりよ
く見ることができるかもしれません。

海
の
十
字
架（
安
部
龍
太
郎
）／
去
年
の
雪（
江
國
香
織
）／
戦
時
大
捜
査
網（
岡

田
秀
文
）
／
三
年
長
屋
（
梶
よ
う
子
）
／
東
京
、
は
じ
ま
る
（
門
井
慶
喜
）
／

小
さ
き
者
た
ち
（
粕
谷
知
世
）
／
七
度
笑
え
ば
、
恋
の
味
（
古
矢
永
塔
子
）
／

君
は
る
か　
古
関
裕
而
と
金
子
の
恋
（
古
関
正
裕
）
／
大
活
字
本　
百
戦
百
勝

　
働
き
一
両
・
考
え
五
両　
上
・
下
（
城
山
三
郎
）
／
絶
対
聖
域
（
新
堂
冬
樹
）

／
い
い
か
ら
し
ば
ら
く
黙
っ
て
ろ
！
（
竹
宮
ゆ
ゆ
こ
）
／
ほ
ど
な
く
、
お
別
れ

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
灯
火
（
長
月
天
音
）
／
神
域　
上
・
下
（
真
山
仁
）
／
丸

の
内
魔
法
少
女
ミ
ラ
ク
リ
ー
ナ
（
村
田
沙
耶
香
）
／
赤
の
王
（
廣
嶋
玲
子
）
／

祟
り
神　
怪
談
飯
屋
古
狸
（
輪
渡
颯
介
）
／
綴
る
女　
評
伝・宮
尾
登
美
子
（
林

真
理
子
）
／
晴
れ
の
日
散
歩
（
角
田
光
代
）
／
南
相
馬
メ
ド
レ
ー
（
柳
美
里
）

／
結
ば
れ
た
ロ
ー
プ
（
フ
リ
ゾ
ン
＝
ロ
ッ
シ
ュ　
石
川
美
子
訳
）

ジュアルアルパンパンデミデミック・マ・マップ
読
み
物
・
文
芸

『あ『あっくっくんとデコやしき』き』

安
全
で
安
心
な
農
作
業
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
!!

令
和
２
年
度
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

に
つ
い
て

〈
福
島
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

自
動
車
税(

種
別
割)

は
、
納
期
限

６
月
１
日(

月)

ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
！

農　
業

税　
金

 原付

ミニカー

2,000円
2,000円
2,400円
3,600円
3,600円
6,000円
2,400円
5,900円

50cc以下
50cc超90cc以下
90cc超125cc以下
二輪
ボートトレーラー

農耕作業用のもの
その他のもの

二輪の
小型自動車
 小型特殊

 軽自動車

3,700円

区分  税率(年税額)
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広報みはる
令和２年５月号

℻

税
金
な
ど
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

4,500円 3,000円 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円
8,200円 5,500円 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円
6,000円 4,000円 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円

4,600円 3,100円 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

貨物（営業用）
乗用（営業用）
貨物（自家用）
乗用（自家用）
三 輪

四 

輪

平成27年 3月 31日
以前に初度検査した
軽自動車

平成27年 4月 1日以降に
初度検査した軽自動車

経年車重課※
（初度検査から
13 年超の経年
車に係る税率）

左記
（経年車）
以外

標準税率
グリーン化特例※（軽課税率）
（取得の翌年度分に限る。）

75％軽減 50％軽減 25％軽減

12,900円 7,200円 円 2,700円 5,400円 8,100円10,800

水
道
検
針
に
ご
協
力
下
さ
い

暮
ら
し

税　

金

農　

業

納税義務者 三輪以上の軽自動車（新車・中古車）の取得者
当該軽自動車の取得価格
（免税点50万円）課税標準

税　　率

燃料基準値の達成度に応
じて決定し、非課税、１％、
２％、３％（令和2年9月30
日までは２％を上限とし、
営業車の特例あり）

暮
ら
し
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　「雪舟」と言えば水墨画の大家として有名ですが、「雪村」という絵師はご存知でしょうか？ 雪舟の弟子と

言われた時期もありましたが、２人が活動した時期も地域も異なるため、直接の関係はなかったようです。 

　雪村は戦国時代に、現在の茨城県に生まれ、小田原、鎌倉、会津を遍歴し、 最後は三春（現在の郡山市西田町

の雪村庵）で亡くなったと言われています。

　三春町で文化財に指定されている雪村の作品は、１つ

は福聚寺所蔵の「達磨図」、そしてもう１つは、資料館所蔵

の「奔馬図」です。奔馬とは、疾走する馬のことで、軽快

な筆使いによって描かれています。まほらホールの緞帳の

モチーフだと言えば、思い出される方もいるかと思います。 

　雪村の本物の作品であれば、お宝鑑定団でも高額査定必至の

代物ですが、興味深いのが伊達政宗の雪村の絵に対する関心度

です。

　天正15（1587）年、21歳の政宗は「鎖かたびらと雪村の絵を

進呈され、鎖かたびらには大変ご満悦」だったと手紙に記してい

ます。つまり政宗は、鎖かたびらを貰って嬉しかったけど、雪村

の絵には・・・コメントなし。 人の好みは今も昔も十人十色とい

うことなのかもしれません。

　資料館所蔵の雪村筆「奔馬図」は、６月１４日（日）まで常設

展示室で展示中です。

　三春町出身の自由民権運動家、河野広中の銅像は、自由民権広場と福島県庁

の２か所にあります。この銅像を制作された、彫刻家・太田良平氏（故人）の御

遺族である太田光男氏より、広中肖像のレリーフ等をご寄贈いただきました。

　広中没後百年も近づいており、今後、自由民権記念館の展示などで活用させて

いただく予定です。

せっしゅう せっそん

ほん ば　ず

三春の文化財２

河野広中のレリーフをご寄贈いただきました。

食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
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暮
ら
し

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
つ
い
て

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
利
用
停
止

の
お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
注
射(

集
合
注
射) 

延
期
の
お
知
ら
せ

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

三
春
町
文
化
祭
参
加
団
体
募
集
中

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

℻
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　町では、平沢町営墓地及び下舞木墓地の空き区画について、墓地の使用者を随時募集しています。希望する方は、

以下によりお申し込みください。

募集区画

　※令和２年４月１日現在の空き区画。申し込み状況により募集を終了する場合があります。

〇申込みの条件　・三春町に住民登録していること。

　　　　　　　・他の墓地を使用していないこと。

　　　　　　　・町税等の滞納がないこと。

〇申込み方法

役場備え付けの墓地使用許可申請書に氏名、住所、本籍、希望区画等を記入し、お申込みください。

※遺骨をお持ちの方は、申込時に火葬許可証を提示して下さい。

（申込みに必要なもの）　　  ・印鑑　

　　　　　　　　　　　　・本人確認ができるもの（免許証等）

　　　　　　　　　　　　・火葬許可証（遺骨をお持ちの方）

　　　　　　　　　　　　・住民票

風
し
ん
の
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

℻

健　
康

広　
告　
欄

平沢町営墓地及び下舞木墓地の随時受付について

平沢町営墓地

下舞木墓地

７区画（※）

７区画（※）

年額2,750円

年額2,000円
5㎡

（2ｍ×2.5ｍ） 340,000円

町営墓地 募集区画数 面積 使用料 管理料

広告欄
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　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐためには、ひとりひとりの行動や健康管理が重要な意味を持ちます。
感染予防と健康づくりのために行動を見直してみましょう。
手洗いや咳エチケット
　外出先からの帰宅時、調理の前後、飲食の前などこまめに手を洗いましょう。石けんをつけて３０秒程度こすり、
水でよく流しましょう。
　【咳エチケットとは】咳やくしゃみをする際、マスクやティッシュ・ハンカチ、袖などで、口は鼻をおさえることです。
「３密」を避けてください
集団感染が生じた場の共通点から、次の３つの条件が重なる場を避けましょう。
１．密閉空間（換気が悪くムンムンした空間）
２．密集場所（多くの人がギュウギュウしている場所）
３．密接場面（互いに手を伸ばしたら届く範囲で会話や発声をするガヤガヤした場面）
体調が悪いときは
　体調が悪いときは外出を控えて自宅療養しましょう。体調の変化に注意してお過ごしください。
次のような症状があれば相談してください
・風邪の症状や３７．５度以上の発熱が４日以上続く方
・強いだるさや息苦しさがある方
なお、以下のような方は重症化しやすいため、この状態が２日程度続く場合には、帰国者・接触者相談センターに
ご相談ください。
・高齢者
・糖尿病、心不全、呼吸器疾患の基礎疾患がある方や透析を受けている方
帰国者・接触者相談センター
　☎０１２０ー５６７－７４７
　受付時間　24時間（毎日）
〇一般相談（コールセンター）
　☎０１２０ー５６７ー１７７
　受付時間　8時 30 分から21時（平日）　8時 30 分から17時15分（土日祝日）
日々の健康を維持するために
定期的な運動をしましょう　　適正な睡眠をとりましょう　　バランスのよい食事を心がけましょう

５
月
31
日（
日
）は
世
界
禁
煙
デ
ー
！

℻

暮
ら
し

健　

康

広　
告　
欄

感染症予防と健康づくりについて

広告欄
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放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
の
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
が
開
所
し
ま
し
た
！まほらっこ中妻教室開所式のようす

広　
告　
欄

　福島県では、職場の健康診断や学校の健康診断等を受ける機会がない方を対象に、健康診査を実施しております。

【対象】次の①、②、③のすべてに該当する方
　①　令和2年 4月1日時点で福島県に住民登録がある方

　②　既存の制度の健康診断又は健康診査の機会がない方

　　※検査項目の有無に関わらず、お勤めされている方（被保険者）や学生は対象者ではありません。

　③　昭和56 年 4月1日から平成14年 4月1日までに生まれた方

【施設健診の受け方】
　①　三春町保健福祉課に申し込む（6月20日 締切厳守）

　②　8月以降に県の委託機関より案内通知が郵送される

　③　希望日と医療機関を選び、返送する

　④　10月以降、受診の案内が郵送され医療機関で受ける

　　※注意　5、6月に実施予定でありました集団健診は感染症対策のため実施しません。

19歳から39歳までの健康診査

広告欄
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　令和２年４月１７日から、田村地方夜間診療所を休診します。
　再開時期は未定です。
　町民の皆様には、大変ご不便をおかけして申し訳ありません。

休診期間
　令和２年４月１７日から当分の間

急病時の相談先
　急病時は、かかりつけ医へご相談いただくか、以下の窓口までお問い合わせください。

※医療機関を受診する前に、かならず電話で相談してください。
 急病時の問い合わせ先
日曜休日夜間当番医案内
　☎０２４－９３３－４０００（自動音声、２４時間対応）
福島県こども救急電話相談
　☎＃８０００（固定電話アナログ回線の場合は、☎０２４－５２１－３７９０）
　受付時間：午後７時から翌朝８時まで

※新型コロナウイルスの症状が疑われる場合は、以下の窓口にお電話ください。
 新型コロナウイルス相談窓口
帰国者・接触者相談センター
　☎０１２０－５６７－７４７　受付時間　24時間（毎日）
〇一般相談（コールセンター）
　☎０１２０－５６７－１７７　受付時間　8時30 分から21時（平日）　8時30 分から17時15分（土日祝日）

健　

康

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
が
『
地
域

ケ
ア
推
進
グ
ル
ー
プ
』
に
変
わ
り

ま
し
た
！

「
三
春
町
成
人
け
ん
し
ん
」
を
延
期

し
ま
す

℻

広　
告　
欄

田村地方夜間診療所を休診します　（4月17日から）

広告欄
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日 月 火 水 木 金 土

1110 12 13 14 15 16

2

43 5 6 7 8 9

1817 19 20 21 22 23

2524

31

26

1

27 28 29 30

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 振替休日

体育館で遊ぼう24

花の苗植え 24春の観察会 22

理科クラブ 24

広　
告　
欄

◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後７時まで）
◆ 施設の休館日は22ページに掲載しています。

５月の行事カレンダー

広告欄
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人口・世帯数　

納期限　

マーク は、町営バスの運休日です。

【心配ごと相談】
●●●今月の相談●●●

◆ 問　住民課 生活環境グループ
　　 　☎ 62-2147　FAX62-5155

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券
をご利用ください。
※ 三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運
　行しています。
※ 岩江コースは週４日（月・火・木・金）運行
　しています。
※ 通勤コースを除く朝晩コース５路線は週５日
　（月～金）運行しています。

運休日：3～ 6・10・17・24・31 日

令和２年４月１７日（金曜日）から、田村
地方夜間診療所を休診します。
再開時期は未定です。
町民の皆様には、大変ご不便をおかけして
申し訳ありません。
詳しくは 33ページの記事をご覧ください。

田村地方夜間診療所を休診します
（4月17日から）

3日(日)

医療機関名 薬局名
○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

公立小野町地方綜合病院
☎72-3181
たむら市民病院
☎82-11174日(月)

三春病院
☎62-3131５日(火)

6日(水) 秋元医院☎82-1514

夜間・休日のお医者さん

10日(日) さいとう医院☎72-2500
遠藤医院
☎85-201617日(日)

共創未来船引薬局

ふくだや薬局

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・ご質問を
　 募集しています。
〒963－3401田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123
eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

31日(日) 大久保クリニック☎82-2555

24日(日) 矢吹医院☎62-3015

4 月１日時点で
交通死亡事故ゼロ２，２５６日です。



広
報
み
は
る

2020.5
№
1086

℻

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

三春小学校

岩江小学校

御木沢小学校

三春中学校

中妻小学校

中郷小学校

沢石小学校

岩江中学校

表紙には滝桜の写
真を掲載しました
が、三春町内には
他にも桜の名所が
あります。ぜひ足
をお運びください。

三
季
春

四
の

令和２年度の教育活動がスタート！
　４月６日、町内の各小中学校で入学式が行われました。午前中に小学校、午後に中学校で行い、新入生は元
気に登校し、新しいスタートを切っています。各小中学校の入学式の様子を紹介します。

小学校１１６名、中学校１２０名が新しい門をくぐります。

学 校 名
三 春 小 学 校
岩 江 小 学 校
御木沢小学校
中 妻 小 学 校
中 郷 小 学 校

児 童 数
２８４
２７０
８１
４８
６３

内新入学
４３
３８
１４
８
８

校 長 名
猪　狩　　　仁
渡　辺　和　也
佐々木　初　江
市　川　潤　一
今　井　不二子

学 校 名
沢 石 小 学 校
要 田 小 学 校
学 校 名
三 春 中 学 校
岩 江 中 学 校

児 童 数
４３
４３

児 童 数
３００
１００

内新入学
５

７（５）
内新入学

９６
２４

校 長 名
伊　藤　　　栄
平　塚　裕　二
校 長 名
堂　山　昭　夫
髙　橋　幸　市

※要田小（　）内の数字は三春町に住所を有する児童数です。　
※登下校に慣れない新入生の安全確保のため、地域の皆様の愛の一声をお願いします。

福聚寺の枝垂れ桜南成田の大桜


